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1 .　保 健 管 理 セ ン タ ー 沿 革

昭和48年10月の筑波大学の開学にあわせて，保健管理センターが設置された。昭和49年 4 月に

専任の職員が発令となり，オリンピック記念青少年総合センターにおいて開かれた新入学生オリエ

ンテーション以降，臨床医学系教員ほか関係各位の協力を得て救護活動を開始した。

昭和49年 6 月 3 日に筑波地区での講義開始に合せ，体育合宿所の一部で本格的業務を開始し，

昭和50年 7 月に専用の建物が現在地に竣工し，移転した。

なお，昭和49年 9 月から，文部省（現文部科学省）共済組合筑波大学支部診療所が当センター

に併設され，以後その業務についてもセンター職員が兼務している。

昭和53年 3 月31日の東京教育大学の閉学，筑波大学への移管に伴い，東京教育大学で健康管理

業務を担ってきた健康相談所も閉鎖され，本学東京地区職員の健康管理業務は当センターが行うこ

とになった。

昭和54年10月から，一の矢学生宿舎に夜間医務室を設け，医師が宿泊し夜間の救急に備えた。

開学当初は学生相談の対応とともに内科，精神科，整形外科及び歯科を開設し，昭和50年に眼

科（現在は廃止），また昭和57年には婦人科（同）が開設され，さらに昭和63年には運動選手を主

たる対象とするスポーツ・クリニックも始められた。

平成元年に創立15周年を迎え，記念誌「健康への歩み」を発行した。

平成 3年 7 月に，本学が当番大学となり第29回全国大学保健管理研究集会関東甲信越地方部会

研究集会を大学会館国際会議室において開催した。

平成 3年末に，附属病院の救急部の新設や近隣病院の開設等の医療体制の整備に伴い，一の矢学

生宿舎の夜間医務室を廃止した。また，プロジェクトとしてのスポーツ・クリニックが終了し，平

成 4年度からはスポーツ外来部門を当センターの業務，トレーニング・クリニック部門を体育セン

ターの業務とするスポーツ・クリニックがスタートした。

平成 6年には，創立20周年を迎え，記念誌「学生相談室20周年誌」を発行した。

平成 9年12月に，センター事務室等の改修工事が行われ，事務部門及び看護部門を一体化し，サー

ビスセンターとしての機能の向上を図った。

平成10年 4 月から，健康診断実施業務の充実と省力化を図るため外部業者に業務委託を行うと

ともに，関連業務の効率化を図るための電算化を開始した。

平成11年には，健康診断業務の電算化をさらに推進し，受診者の健康管理や健康診断証明書発

行業務等での一層の効率化を図った。また，創立25周年を迎え，記念誌を発行した。

平成14年10月の図書館情報大学との統合に伴い同大学体育・保健センターの保健部門との組織

及び業務の統合が行われた。

平成16年 4 月の国立大学法人化に伴い，当センターも労働安全衛生法に基づく労働安全衛生業

務を担当することになり，センター職員も産業医や衛生管理者として専門的業務に対応することに

なった。
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平成19年 7 月に，本学が当番大学となり第45回全国大学保健管理研究集会関東甲信越地方部会

研究集会を大学会館講堂において開催した。

平成20年 1 月に，学生の健康診断証明書の証明書自動発行機からの発行が開始となり，学生の

利便性が図られた。

平成23年 3 月に，学生相談のWEBサイトのリニューアルを行い，モバイルサイトを構築した。

平成24年 2 月に，学生相談窓口を春日エリアにも開設した。

平成24年 3 月に，保健管理センターホームページのリニューアルを行った。

平成25年10月 1 日から，耐震改修工事のため，文部科学省共済組合筑波大学支部診療所を休診

とし，当センターのみ11月11日に，クラブハウスに仮移転して診療業務を開始した。なお，文部

科学省共済組合筑波大学支部診療所は，耐震改修後の併設が困難なことから，平成26年 1 月31日

に廃止した。

平成26年 6 月24日に，当センターの耐震改修工事が完了したため，仮移転先のクラブハウスか

ら移転した。

平成27年10月から，本学附属病院主催の「診療の安全に関する研修」（年 2回開催）を当センター

にてDVD研修として実施した。

平成28年 6 月に設置された保健管理センターのあり方検討会を経て，11月に保健管理センター

改革準備委員会が設置され，センター改革に関する具体的な検討を行った。

平成29年 4 月の保健管理センター改革準備委員会の改革提言（診療の有償化，健診・救護に関

わる業務の効率化，学生相談・メンタルヘルス対策充実に関わる体制・環境の見直し及び管理・運

営体制の見直し）が学内諸会議を経て第180回役員会（平成29年 6 月22日）で報告され，9月にタ

スクフォースを設置し，具体的な施策の検討を行った。また，入試救護の集約化等については，関

係組織と協議し一部実施した。
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2 .　国立大学法人筑波大学保健管理センター細則

 平 成 16 年 4 月 1 日

 保健管理センター部局細則第 1 号

改正　平成26年保健管理センター部局細則第 1号
平成30年保健管理センター部局細則第 1号

　　　保健管理センター細則

　（趣　旨）

第 1 条　この部局細則は，国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則（平成16年

法人規則第 1 号。以下「基本規則」という。）第54条第 3 項の規定に基づき，保健管理センター

（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

　（目　的）

第 2 条　センターは，国立大学法人筑波大学（以下「本学」という）における保健管理に関する専

門的業務を行い，もって本学の学生及び職員の心身の健康の維持及び増進を図ることを目的とす

る。

　（業　務）

第 3 条　センターは，次に掲げる業務を行う。

　⑴　学生及び職員等の健康管理等についての企画及び立案に関すること。

　⑵　学生及び職員等の定期及び臨時の健康診断の実施並びに保健指導に関すること。

　⑶　学生及び職員等の急病等に対し応急診療及び救急処置を行うこと。

　⑷　学生及び職員等の健康相談に応じること。

　⑸　学生のメンタルヘルスに関する相談，診療及び企画を行うこと。

　⑹　環境衛生及び伝染病の予防に関し教育指導を行うこと。 

　⑺　心身の健康障害の予防及び保健管理の充実向上のための専門的調査研究を行うこと。

　⑻ 　学生の修学，対人関係，その他生活上の諸問題及び進路指導における適性に関し，相談に応

じること。

　⑼　その他健康管理等に関する専門的業務を行うこと。

2　センターは，前項各号の業務のうち職員に係るものについては，基本規則第35条第 1 項及び

国立大学法人筑波大学職員の安全衛生管理規則（平成16年法人規則第29号）第10条に規定する

特別な組織として設置される環境安全管理室と連携して，これを行うものとする。
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　（副所長）

第 4 条　センターに，副所長を置く。

2　副所長は，基本規則第55条に定める保健管理センター所長（以下「所長」という。）が，セン 

ターの業務に従事する大学教員の中から指名する。

3　副所長は，所長の職務を補佐する。

4　副所長の任期は，2 年とする。ただし，任期の終期は，副所長となる日の属する年度の翌年度

の末日とする。

　（部　門）

第 5 条　センターに，次の表の左欄に掲げる部門を置き，同表右欄の業務を担当する。

名　　称 担当業務

フィジカルヘルス部門 身体の健康に関する業務

メンタルヘルス部門 メンタルヘルスに関する業務

2　前項に規定する部門にリーダーを置き，所長が指名する。

3　リーダーは第 1 項に掲げる業務を統括する。

4　リーダーの任期は，2 年とする。ただし，任期の終期は，リーダーとなる日の属する年度の翌

年度の末日とする。

　（運営委員会）

第 6 条　センターに，基本規則第57条に規定する運営委員会として，センター運営委員会（以下 

｢委員会｣という。）を置く。

2　委員会は，センターの管理運営に関する基本事項を審議する。

3　委員会は，次に掲げる委員で組織する。

　⑴　所長

　⑵　副所長　

　⑶　センターの業務に従事する大学教員　2 人

　⑷　人間系長の推薦に基づき所長が委嘱する教員　2 人

　⑸　医学医療系長の推薦に基づき所長が委嘱する教員　3 人

　⑹　その他センターの維持運営に関係する大学教員　4 人

　⑺　学生部長

第 7 条　前条第 2 号から第 5 号までの委員の任期は，2 年とする。ただし，任期の終期は，委員

となる日の属する年度の翌年度の末日とする。
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2　補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

3　前 2 項の委員は，再任されることができる。

第 8 条　委員会に委員長を置き，所長をもって充てる。

2　委員長は，委員会を主宰する。

3　委員長に事故があるときは，副所長がその職務を代行する。

第 9 条　委員会は，過半数の委員が出席しなければ，議事を開き，議決することができない。

2　委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決すると

ころによる。

　（センター会議）

第10条　センターに，センター業務の円滑な運営を図るため，センター会議を置く。

2　センター会議に関し必要な事項は，別に定める。

　　　附　　則

1　この部局細則は，平成16年 4 月 1 日から施行する。

2　この部局細則施行前に運営委員会の委員である者であって，この部局細則施行後も当該委員と

して任期が引き続くものについては，この部局細則により運営委員会の委員となるものとみなす。

ただし，その任期は，第 5 条第 1 項本文の規定にかかわらず，この部局細則施行の日から平成

17年 3 月31日までとする。

　　　附　　則

　この部局細則は，平成26年12月16日から施行し，改正後の国立大学法人筑波大学保健管理セン

ター細則の規定は，平成25年 4 月 1 日から適用する。

　　　附　　則

　この部局細則は，平成30年 4 月 1 日から施行する。
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（センター所長）

（その他センターの維持運営に関係する大学教員）

氏　　　　名 職　名 所　　　　属 任　　　　期 備　　　　考

太刀川　弘　和 准教授 医 学 医 療 系 －

（センターの業務に従事する大学教員）

杉　江　　　征 教　授 人 間 系 28.  4.  1 ～ 30.  3.31

久　賀　圭　祐 教　授 医 学 医 療 系 28.  4.  1 ～ 30.  3.31

（人間総合科学研究科の業務に従事する大学教員）

吉　田　武　男 教　授 人 間 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31 教 育 学 域

沢　宮　容　子 教　授 人 間 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31 心 理 学 域

檜　澤　伸　之 教　授 医 学 医 療 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31 臨 床 学 域

小　池　　　朗 教　授 医 学 医 療 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31 臨 床 学 域

川　上　　　康 教　授 医 学 医 療 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31 臨 床 学 域

中　村　　　修 教　授 環 境 安 全 管 理 室 29.10.  1 ～ 30.  3.31 環境安全管理室長

田　中　　　博 教　授 計算科学研究センター 28.  4.  1 ～ 30.  3.31 学生生活支援室長

山　田　幸　雄 教　授 体 育 系 28.  4.  1 ～ 30.  3.31 体育センター長

新　井　哲　明 教　授 医 学 医 療 系 28.  4.  1 ～ 30.  3.31 附属病院 
精神神経科グループ長

（本部部長であって学生生活に関する業務に従事する職員）

生　井　　　栄 部　長 学 生 部 －

　
3 .　保健管理センター運営委員会

１）運営委員名簿

平成29年10月 1 日現在
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２）運営委員会議事

　 　平成29年度の運営委員会は 1回開催し，通常議題のほか，保健管理センター細則の一部改正

及び保健管理センター所長の候補者の内申について審議を行った。

　第 1回　平成30年 1 月22日開催

　　議題等　・平成29年度保健管理センター年度計画について

　　　　　　・保健管理センター細則の一部改正について

　　　　　　・保健管理センター所長の候補者の内申について

　　　　　　・教員人事について
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4 .　保健管理センターの組織図及び職員

１）組 織 図 Ｈ３０．3．31 

副 学 長 

（総務・人事） 

【学生生活支援室】 

企 画 評 価 室 

副 学 長 教 育 推 進 部 

（教 育） 

【 情 報 環 境 機 構 】 

（財務・施設） 

学 生 生 活 課 

就 職 課 （学 生） 

副 学 長 （ 理  事 ） 研 究 推 進 部 

（研 究） 

監 査 室 

【つくば・地域連携推進室】 

【研究戦略イニシアティブ推進機構】 

（国 際） 

国 際 室 

副 理 事 （ 国 際 担 当 ） 

【 教 養 教 育 機 構 】 

副 学 長 （ 理  事 ） 

学 生 部 

【 研 究 戦 略 室 】 

施 設 部 

財 務 部 副 学 長 （ 理  事 ） 

【筑波大学スポーツアソシエーション】 

副 学 長 （ 理  事 ） 

（医 療） 

【環境安全管理室】 

【ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター】 

【国際産学連携本部】 

大 学 執 行 役 員 

【教育イニシアティブ機構】 

【教育社会連携推進室】 

【 大 学 戦 略 室 】 

広 報 室 

東 京 キ ャ ン パ ス 事 務 部 副 学 長 （ 理  事 ） 

 

【利益相反・輸出管理マネジメント室】 

副 学 長 

学 生 交 流 課 

【情報セキュリティリスク管理室】 

大 学 執 行 役 員 

総 務 部 

（学術情報） 

副 学 長 （ 理  事 ） 

【 広 報 戦 略 室 】 

【全学リスク管理室】 

事 業 開 発 推 進 室  

【グローバル教師力開発推進室】 

【 国 際 戦 略 会 議 】

 

（大学戦略・企画評価） 

学 術 情 報 部 

【情報ガバナンス基盤室】 

 
（産学連携） 

U R A 研 究 戦 略 推 進 室 

大 学 執 行 役 員 

副理事（財務活動計画、事業開発推進）

 

部局附属教育研究施設 

生 命 環 境 科 学 研 究 科 

人 間 総 合 科 学 研 究 科 

図書館情報メディア研究科 

修 士 課 程 

教 育 研 究 科 

理 工 学 群 

医 学 群 

体 育 専 門 学 群 

社 会 ・ 国 際 学 群 

人 文 ・ 文 化 学 群 

人 間 学 群 

生 命 環 境 学 群 

情 報 学 群 

数 理 物 質 科 学 研 究 科 

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科 

人 文 社 会 科 学 研 究 科 

シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科 

グ ロ ー バ ル 教 育 院 

（系） 

人文社会エリア支援室、社会人大学院等支援室、数理物質エリア支援室、システム情報エリア支援室、生命環境エリア支援室、

人間エリア支援室、体育芸術エリア支援室、医学医療エリア支援室、図書館情報エリア支援室 

（エリア支援室等） 

宇 宙 史 研 究 セ ン タ ー

生 命 科 学 動 物 資 源 セ ン タ ー 

大 学 研 究 セ ン タ ー 

教育開発国際協力研究センター 

知的コミュニティ基盤研究センター 

ﾋｭｰﾏﾝ･ﾊｲ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ先端研究センター 

山 岳 科 学 セ ン タ ー

学長補佐室 

調 整 官 

学 長 特 別 補 佐 

学 長 補 佐 

副 学 長 補 佐 

芸 術 専 門 学 群 

博 士 課 程 

グローバル・コモンズ機構 

ア ー カ イ ブ ズ 

人 文 社 会 系 

ビジネスサイエンス系 

数 理 物 質 系 

シ ス テ ム 情 報 系 

生 命 環 境 系 

人 間 系 

体 育 系 

芸 術 系 

医 学 医 療 系 

図書館情報メディア系 

医 学 医 療 系 技 術 室 

生 命 環 境 系 技 術 室 

システム情報系技術室 

数 理 物 質 系 技 術 室 

国 際 統 合 睡 眠 医 科 学 研 究 機 構 

学位プログラム（ヒューマンバイオロジー学位プログラム、エンパワーメント情報学
プログラム、ライフイノベーション学位プログラム、地球規模課題学位プログラム） 

 

部局附属教育研究施設 

生命領域学際研究センター 

グローバルコミュニケーション教育センター 

体 育 セ ン タ ー 

ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー 

全 国 共 同 教 育 研 究 施 設 

学 内 共 同 教 育 研 究 施 設 

保 健 管 理 セ ン タ ー 

研究基盤総合センター技術室 

北 ア フ リ カ 研 究 セ ン タ ー 

学術情報メディアセンター 

研 究 基 盤 総 合 セ ン タ ー 

サイバニクス研究センター 

アイソトープ環境動態研究センター 

附 属 図 書 館 長 
(兼) 副 学 長 

副 館 長 

副 病 院 長 

【 研 究 開 発 室 】 

病 院 長 補 佐 

病 院 総 務 部 
附 属 病 院 長 
(兼) 副 学 長（理事） 

特別支援教育研究センター 

附 属 学 校 教 育 局 教 育 長 
(兼) 副 学 長（理事） 

次 長 

理 療 科 教 員 養 成 施 設 

国際科学イノベーション研究組織（高細精医療イノベーション研究コア） 

陽子線医学利用研究センター 

部局附属教育研究施設 

つくばスポーツ医学・健康科学センター 

開発研究センター（藻類バイオマス・エネルギーシステム開発研究センター、プレシジョン・メディスン開発研究センター、 
未来社会工学開発研究センター、スポーツイノベーション開発研究センター、ヘルスサービス開発研究
センター） 

共同利用・共同研究組織（つくば臨床医学研究開発機構） 

事業費により措置する教育研究組織等 

教　　員 

事務職員 
技術職員 

【国際イニシアチブ推進機構】

（DACセンター）

副 学 長 （ 理  事 ） 

産 学 連 携 部 産 学 連 携 企 画 課 

 【オリンピック・パラリンピック総合推進室】

エネルギー物質科学研究センター

トランスボーダー医学研究センター

学 　 際 　 研 　 究 　 系 

学  長 

計算科学研究センター、下田臨海実験センター、つくば機能植物イノベーション
研究センター、プラズマ研究センター 

つくば機能植物イノベーション
研究センター技術室

人 工 知 能 化 学 セ ン タ ー

附属小学校、附属中学校、附属駒場中学校、附属高等学校、附属駒場高等学校、附属坂戸高等学校、

附属視覚特別支援学校、附属聴覚特別支援学校、附属大塚特別支援学校、附属桐が丘特別支援学校、

附属久里浜特別支援学校 
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２）職　　員

所　　　　長　　精神科：太刀川　弘和 准教授

教　　　　員　　内　　科：久賀　圭祐 教授＊，坂本　透 准教授，金子　剛 講師＊

　　　　　　　　整形外科：船山　徹 講師

　　　　　　　　精 神 科：白鳥　裕貴 講師，石井　映美 助教

　　　　　　　　心　　理： 杉江　征 教授，田附　あえか 助教，田中　崇恵 助教， 

慶野　遥香 助教

医 療 職 員　　 岡本　祐子 看護師，寺門　恵美子 看護師，井上　由美 看護師， 

森山　恵美子 看護師

　　　　　　　　大畑　瞳 薬剤師（～ 8／ 15），谷田　有妙枝 薬剤師（8／ 16 ～）

　　　　　　　　福島　幸子 歯科衛生士

　　　　　　　　片岡　裕司 診療放射線技師

事 務 職 員　　古山　陽一 専門職員（シニアスタッフ），川崎　由紀子 主任

非常勤医師　　榎本　真美（内科），齋藤　洋子（内科），下川　治（内科）， 

　　　　　　　　埜口　博司（整形外科），宮本　芳明（整形外科），武田　さき子（歯科），

　　　　　　　　竹田　弘美（歯科），佐々木　恵美（精神科）

非常勤職員等　　 渡邊　明子 薬剤師，小倉　由紀乃 臨床検査技師， 

澤井　朱美 臨床検査技師（10 ／ 1 ～）

　　　　　　　　飯田　亜紀 臨床心理士，吉原　啓 臨床心理士，

　　　　　　　　河合　由貴子 臨床心理士，杉村　舞 臨床心理士，

　　　　　　　　後藤　美和子 臨床心理士，佐藤　有次朗 臨床心理士（テスター）（～ 6／ 30），

　　　　　　　　竹田　祐子 臨床心理士，山口 佳子 臨床心理士，

　　　　　　　　宣　聖美 臨床心理士（テスター）（8／ 1～）

　　　　　　　　 高野　雄二 シニアスタッフ，鈴木　京子 シニアスタッフ， 

黒堀　沙織 事務補佐員

（注）＊は産業医

　  　他に臨床医学域，心理学域，体育系からの多数の教員の御協力，御支援をいただいた。
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5 .　対 　 応 　 業 　 務 　 等

４月
入学式救護と新入生オリエンテーション対応
学群学生，大学院学生，研究生，日本語研修生等の定期健康診断と再検査
フレッシュマンセミナーでの講演

５月

放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
学生定期健康診断に伴う再検査・精密検査
障害のある学生定期健康診断
職員一般定期健康診断
学生・職員特殊健康診断 
職員便潜血検査・喀痰検査・前立腺特異抗原（PSA）検査 
医学群学生ワクチン（B型肝炎）接種
春季スポーツ・デー救護
フレッシュマンセミナーでの講演

６月

職員一般定期健康診断
学生・職員特殊健康診断
職員の便潜血検査・喀痰検査・前立腺特異抗原（PSA）検査
職員一般定期健康診断（東京地区）
学生・職員特殊健康診断（東京地区）
職員の便潜血検査・喀痰検査・前立腺特異抗原（PSA）検査（東京地区）
学生定期健康診断に伴う再検査・精密検査
体育専門学群学生水泳臨海実習参加者健康診断審査・精密検査
医学群学生ワクチン（Ｂ型肝炎）接種

７月

放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
学生定期健康診断に伴う再検査・精密検査
共通科目「体育」集中実習（水辺活動）受講学生に対する健康診断審査・精密検査
大学院推薦入学試験に伴う救護
学群編入学試験に伴う救護 
留学生とその家族のための健康管理セミナー協力
全国大学保健管理協会・関東甲信越地方部会研究集会参加

８月

体育専門学群学生水泳臨海実習参加者健康診断審査・精密検査
大学院入学試験に伴う救護
大学院入学試験に伴う救護（東京地区）
受験生のための筑波大学説明会に伴う救護

９月 大学院入学試験に伴う救護（東京地区）

10月

アドミッションセンター入学試験（第Ⅰ期），国際科学オリンピック特別入学試験，
国際バカロレア特別入学試験に伴う救護
大学院入学試験（10月期）に伴う救護
全国大学保健管理研究集会参加
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（注）　（東京地区）の記載のないものはすべて筑波地区で実施したもの。

標記の行事等対応業務のほか，次の日常的主要業務を行った。
　・ 内科，整形外科，スポーツクリニック，歯科，精神科の日常診療，健康相談，随時応急措置
　・学生，職員要経過観察者の管理　
　・学生相談，精神衛生相談，職業適性テスト，ロールシャッハテスト
　・健康診断証明書の発行
　・スポーツ健康診断
　・海外派遣労働者健康診断

11月

秋学期入学者・外国人留学生健康診断と再検査
学生・職員特殊健康診断・眼底検査
放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
職員特殊健康診断（東京地区）
職員の胃Ｘ線検査・眼底検査（東京地区）
医学群学生ワクチン（インフルエンザ）接種
学園祭に伴う救護　
秋季スポーツ・デー救護
学群推薦入学試験に伴う救護
学群推薦入学試験（体育専門学群）に伴う精密検査
全国学生相談研修会参加

12月
職員の胃X線検査
大学院（グローバル教育院）入学試験に伴う救護

１月
大学入試センター試験に伴う救護
全国学生相談研究会議参加
大学院入学試験に伴う救護

２月

学生定期健康診断（医学類，看護・医療科学類 , 教育実習，介護等体験）
大学院入学試験に伴う救護（東京地区）
大学院入学試験（２月期）に伴う救護
個別学力検査等試験前期日程に伴う精密検査・救護

３月
放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
個別学力検査試験後期日程に伴う救護
卒業式・学位記授与式に伴う救護
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6 .　入学志願者健康診断書審査及び精密健康診断

　※上段は書類審査数，下段は精密健康診断を実施

４
月別

学 群
第 ２ 次

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 ２ ３ 合計

学群推薦
A.C 入 試

科 目 等
履修生群生

大 学 院

科目等履修生
大学院研究生

研 究 生・
聴 講 生

理療科教員
養成施設

外 国 人
留 学 生

２学期入学
編 入 学

計

区分

29

29

29

29

20

20

20

20

18

0

1  

 0 0

17

67

49

1 20

200 0

29

29

17
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7 .
　

学
　

生
　

健
　

康
　

診
　

断
１
）
定
期
健
康
診
断

　
ⅰ
）
受
診
状
況

　
　
ａ
）
学
群
生

学
　
群
　
・
　
学
　
類

在
籍
者
数
（
人
）

受
診
者
数
（
人
）

受
診
率
（
％
）

1年
生
2年
生
3年
生
4年
生
5年
生
6年
生
合

  計
1年
生
2年
生
3年
生
4年
生
5年
生
6年
生
合

  計
1年
生
2年
生
3年
生
4年
生
5年
生
6年
生
合

  計

人
文
・
文

化
学
群

人
文

学
類

18
0

12
9

11
8

16
3

59
0

16
2

96
91

11
3

46
2

90
.0％

74
.4％

77
.1％

69
.3％

78
.3％

比
較
文
化
学
類

10
8

88
85

10
5

38
6

10
0

87
66

78
33
1

92
.6％

98
.9％

77
.6％

74
.3％

85
.8％

日
本
語
・
日
本
文
化
学
類

91
47

45
56

23
9

96
43

39
43

22
1
10
5.5
％

91
.5％

86
.7％

76
.8％

92
.5％

社
会
・
国

際
学
群
社

会
学

類
10
6

95
10
0

12
4

42
5

10
7

82
61

76
32
6
10
0.9
％

86
.3％

61
.0％

61
.3％

76
.7％

国
際
総
合
学
類

14
0

10
3

93
13
5

47
1

15
2

71
70

76
36
9
10
8.6
％

68
.9％

75
.3％

56
.3％

78
.3％

人
間
学
群

教
育

学
類

51
37

35
47

17
0

37
36

31
35

13
9

72
.5％

97
.3％

88
.6％

74
.5％

81
.8％

心
理

学
類

58
51

53
67

22
9

57
50

43
40

19
0

98
.3％

98
.0％

81
.1％

59
.7％

83
.0％

障
害

科
学

類
47

37
38

39
16
1

39
35

34
31

13
9

83
.0％

94
.6％

89
.5％

79
.5％

86
.3％

生
命
環
境

学
群

生
物

学
類

10
5

10
2

97
11
0

41
4

11
4

87
89

80
37
0
10
8.6
％

85
.3％

91
.8％

72
.7％

89
.4％

生
物
資
源
学
類

19
3

15
0

15
2

16
0

65
5

24
5

13
2

11
1

12
8

61
6
12
6.9
％

88
.0％

73
.0％

80
.0％

94
.0％

地
球

学
類

63
55

59
69

24
6

63
47

39
53

20
2
10
0.0
％

85
.5％

66
.1％

76
.8％

82
.1％

理
工
学
群

数
学

類
45

41
40

46
17
2

43
38

35
35

15
1

95
.6％

92
.7％

87
.5％

76
.1％

87
.8％

物
理

学
類

70
66

65
76

27
7

61
61

59
48

22
9

87
.1％

92
.4％

90
.8％

63
.2％

82
.7％

化
学

類
54

53
55

56
21
8

52
52

40
48

19
2

96
.3％

98
.1％

72
.7％

85
.7％

88
.1％

応
用
理
工
学
類

13
5

12
8

13
6

15
6

55
5

13
1

95
10
9

11
6

45
1

97
.0％

74
.2％

80
.1％

74
.4％

81
.3％

工
学
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
学
類

14
2

13
2

14
3

17
0

58
7

13
7

11
7

10
6

10
8

46
8

96
.5％

88
.6％

74
.1％

63
.5％

79
.7％

社
会

工
学

類
12
8

12
4

12
6

15
2

53
0

12
8

11
1

94
10
9

44
2
10
0.0
％

89
.5％

74
.6％

71
.7％

83
.4％

情
報
学
群

情
報

科
学

類
93

84
10
6

13
1

41
4

85
69

87
81

32
2

91
.4％

82
.1％

82
.1％

61
.8％

77
.8％

情
報
メ
デ
ィ
ア
創
生
学
類

55
55

67
82

25
9

55
44

60
64

22
3
10
0.0
％

80
.0％

89
.6％

78
.0％

86
.1％

知
識
情
報
・
図
書
館
学
類

11
0

10
2

12
0

13
4

46
6

10
4

87
10
6

10
8

40
5

94
.5％

85
.3％

88
.3％

80
.6％

86
.9％

医
学
群

医
学

類
14
1

14
2

13
3

12
6

11
8

13
8

79
8

14
0

13
4

12
4

12
2

11
5

13
2

76
7

99
.3％

94
.4％

93
.2％

96
.8％

97
.5％

95
.7％

96
.1％

看
護

学
類

73
72

79
88

31
2

73
70

78
85

30
6
10
0.0
％

97
.2％

98
.7％

96
.6％

98
.1％

医
療

科
学

類
44

39
45

46
17
4

39
34

41
38

15
2

88
.6％

87
.2％

91
.1％

82
.6％

87
.4％

体
育

専
門

学
群

29
4

25
5

25
4

27
5

1,
07
8

25
5

25
0

24
6

23
7

98
8

86
.7％

98
.0％

96
.9％

86
.2％

91
.7％

芸
術

専
門

学
群

12
5

11
2

10
7

13
8

48
2

11
6

10
1

87
97

40
1

92
.8％

90
.2％

81
.3％

70
.3％

83
.2％

合
　
　
　
　
　
　
　
計

2,
65
1
2,
29
9
2,
35
1
2,
75
1

11
8

13
8
10

,3
08

2,
59
1
2,
02
9
1,
94
6
2,
04
9

11
5

13
2
8,
86
2

97
.7％

88
.3％

82
.8％

74
.5％

97
.5％

95
.7％

86
.0％
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所 属 在籍者数 受診者数 受診率（％）

修
士
課
程

教 育 230 174 75.7％

小 計 230 174 75.7％

博

士

課

程

人 文 社 会 科 学 780 504 64.6％

ビ ジ ネ ス 科 学 546 0 0.0％

数 理 物 質 科 学 811 676 83.4％

システム情報工学 1,382 1,036 75.0％

生 命 環 境 科 学 1,163 880 75.7％

人 間 総 合 科 学 2,219 1,159 52.2％

図 書 館 情 報
メ デ ィ ア 236 117 49.6％

グローバル教育院 132 103 78.0％

小 計 7,269 4,475 61.6％

合　　　　　　計 7,499 4,649 62.0％

　　ｂ）大学院生

　　ｃ）研究生

在籍者数 受診者数 受診率（％）

外 国 人 1,453 689 47.4％

日 本 人 292 26 8.9％

合　　　　　　計 1,745 715 41.0％

　※４月期，10 月期入学含む。
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項　　目

学 群 生 大 学 院 生 研 究 生 等 合　　　　計

対
象
者
数

受
検
者
数

結果 対
象
者
数

受
検
者
数

結果 対
象
者
数

受
検
者
数

結果 対
象
者
数

受
検
者
数

結果

要
治
療

経
過
観
察

要
治
療

経
過
観
察

要
治
療

経
過
観
察

要
治
療

経
過
観
察

胸 部 X 線 7 7 6 8 8 1 4 6 6 6 21 21 1 16

血  　 圧 6 5 2 8 8 1 2 3 2 2 1 17 15 3 5

尿
蛋  白 54 40 3 15 15 1 3 2 72 57 0 4

糖 30 24 3 14 14 4 3 2 47 40 0 7

内 科 所 見 24 23 2 7 11 10 0 3 4 4 0 1 39 37 2 11

心 電 図 33 30 1 24 33 30 1 24

貧 　  血 31 22 15 5 31 22 15 5

肥 　  満 4 3 1 2 4 3 1 2

計 189 154 19 52 56 55 2 14 19 16 2 8 264 225 23 74

（注）貧血検査対象者は，学群新入生女子及び，体育専門学群新入生男子である。
（注）心電図検査対象者は，学群の新入生（但し編入生は除く）及び，体育専門学群生全員である。
（注）結果：異常なしは，受検者数 - （要治療 + 経過観察）である。

　ⅱ）健康診断再検査者
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２）学生特殊健康診断

　ⅰ）電離放射線健康診断：学群生及び大学院生（研究生含む）

　ⅱ）有機溶剤健康診断：学群生及び大学院生（研究生含む）

３）特定化学物質健康診断

　ⅰ）学群生及び大学院生（研究生含む）

実　施　月 対  象  数 受  診  数 要再検数
結　　　　　　　果

異常なし 要 観 察 要 治 療

５月（10日） 98 93 0 81 12 0

６月（７日） 36 27 0 27 3 0

５月 241 145 0 130 15 0

７月（５日） 11 8 0 7 1 0

11月（８日） 16 14 0 10 4 0

11月 303 164 0 131 13 0

平成30年 
３月（７日） 37 37 0 31 6 0

合　　計 742 488 0 417 54 0

（注） 実施月のうち５月，11 月以外は，新規に放射線作業に従事するために講習を受けた者のみの
健康診断である。

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

44 44 0 36 8 0

17 17 1 13 3 0

61 61 1 49 11 0

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

45 45 1 24 20 0

17 17 4 8 9 0

62 62 5 32 29 0
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8 .　職 員 一 般 定 期 健 康 診 断

１）定期健康診断

　ⅰ）受診者数及び受診率

（平成29年６月１日在職者，非常勤職員：週20時間以上の勤務者）

事業場
受診者数／職員数（受診率）

常勤 非常勤 全体

大学本部等事業場 2,417/2,690（89.9％） 579/628 （92.2％） 2,996/3,318（90.3％）

附属病院事業場 1,514/1,694（89.4％） 504/514 （98.1％） 2,018/2,208（91.4％）

東京キャンパス事業場 116/140 （82.9％） 14/17 （82.4％） 130/157 （82.8％）

附属小学校事業場 34/39 （87.2％） 9/9 （100.0％） 43/48 （89.6％）

附属中学校事業場 32/32 （100.0％） 32/32 （100.0％）

附属高等学校事業場 38/43 （88.4％） 1/1 （100.0％） 39/44 （88.6％）

附属駒場中学校・ 
附属駒場高等学校事業場

46/47 （97.9％） 2/3 （66.7％） 48/50 （96.0％）

附属坂戸高等学校事業場 39/49 （79.6％） 0/1 （0.0％） 39/50 （78.0％）

附属視覚特別支援学校事業場 104/113 （92.0％） 0/1 （0.0％） 104/114 （91.2％）

附属聴覚特別支援学校事業場 99/104 （95.2％） 2/2 （100.0％） 101/106 （95.3％）

附属大塚特別支援学校事業場 37/41 （90.2％） 1/1 （100.0％） 38/42 （90.5％）

附属桐が丘特別支援学校事業場 68/73 （93.2％） 8/8 （100.0％） 76/81 （93.8％）

附属久里浜特別支援学校事業場 36/42 （85.7％） 3/3 （100.0％） 39/45 （86.7％）

計 4,580/5,107（89.7％） 1,123/1,188（94.5％） 5,703/6,295（90.6％）

（平成28年度） 4,725/5,116（92.4％） 1,132/1,207（93.8％） 5,857/6,323（92.6％）

（平成30年１月31日までの集計結果）

健康診断実施日　　筑波地区： 平成29年５月30日～６月８日（８日間）　 11月７日～11月10日 
（４日間）

　　　　　　　　　東京地区：平成29年６月21日～６月23日（３日間）　 11月22日（１日間）
　　　　　　　　　　　　　　 附属坂戸高等学校事業場，附属久里浜養護学校事業場，その他の遠

隔地では別日程で実施。人間ドックや他の医療機関等の結果報告を
含む。



－ 18 －

　ⅱ）項目別有所見者数及び率とその内訳

項　　目 実施者
数

有所見者 要経過観察 要精密検査 要治療 治療継続
人数 率 人数 率 人数 率 人数 率 人数 率

聴力検査
（1000Hz）

2,767
人 98人 3.5％ 97人 3.5％ 1人 0.1％ 0人 0％ 0人 0％

聴力検査
（4000Hz）

2,755
人 154人 5.6％ 150人 5.4％ 4人 0.1％ 0人 0％ 0人 0％

聴力検査
（会話法）

2,773
人 4人 0.1％ 4人 0.1％ 0人 0％ 0人 0％ 0人 0％

胸部エックス線
検査

5,129
人 429人 8.4％ 241人 4.7％ 106人 2.1％ 0人 0％ 82人 1.6％

喀痰検査 0
人

血圧検査 5,579
人

1,363
人 24.4％ 900人 16.1％ 67人 1.2％ 12人 0.2％ 384人 6.9％

貧血検査 5,566
人

1,358
人 24.4％ 1,088

人 19.5％ 154人 2.8％ 67人 1.2％ 49人 0.9％

肝機能検査 3,998
人 987人 24.7％ 672人 16.8％ 299人 7.5％ 5人 0.1％ 11人 0.3％

血中脂質検査 3,998
人

2,263
人 56.6％ 1,571

人 39.3％ 498人 12.5％ 3人 0.1％ 191人 4.8％

血糖検査 5,309
人

2,267
人 42.7％ 2,056

人 38.7％ 102人 1.9％ 0人 0％ 109人 2.1％

尿検査（糖） 5,545
人 156人 2.8％ 1人 0.1％ 40人 0.7％ 0人 0％ 115人 2.1％

尿検査（蛋白） 5,551
人 57人 1.0％ 32人 0.6％ 12人 0.2％ 0人 0％ 13人 0.2％

心電図検査 4,022
人 208人 5.2％ 15人 0.4％ 159人 4.0％ 0人 0％ 34人 0.8％

健康診断実施者中における上記項目全体の総合判定結果の人数と率

要経過観察 要精密検査 要治療 治療継続

人数 率 人数 率 人数 率 人数 率

2,672人 46.9％ 1,189人 20.8％ 87人 1.9％ 681人 11.9％

健康診断実施者中における上記項目全体の有所見者数及び率と要指示者数及び率

１つ以上所見のある者の数 有所見率 医療機関受診が必要な者の数 要指示率

3,890人 68.2％ 1,230人 21.6％
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　ⅲ）労働安全衛生規則第13条第１項第２号の業務（特定業務）の従事者

業務 高熱 低温 放射線 粉じん 異常気圧 振動 重量物

人数 1人 4人 204人 0人 1人 1人 40人

業務 騒音 坑内 深夜 酸・アルカリ 有害物ガス 病原体汚染 その他

人数 9人 0人 461人 19人 9人 135人 0人

　ⅳ）胃造影検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 2,494 22 0.9％ 0

東京地区 477 12 2.5％ 0

合　　計 2,971 34 1.1％ 0

（注）対象は40才以上の常勤職員。平成25年度から全員間接撮影。
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２）特殊健康診断

　ⅰ）電離放射線健康診断：職員（常勤職員及び非常勤職員，研究員，その他）

　ⅱ）有機溶剤健康診断：職員（常勤職員及び非常勤職員，研究員，その他）

　ⅲ）特定化学物質健康診断：職員（常勤職員及び非常勤職員，研究員，その他）

実　施　月 対  象  数 受  診  数 要再検数
結　　　　　　　果

異常なし 要 観 察 要 治 療

５月（10日） 10 8 0 4 4 0

６月（７日） 1 1 0 1 0 0

５月 541 513 0 475 38 0

７月（５日） 1 1 0 1 0 0

11月（８日） 3 3 0 3 0 0

11月 547 453 0 435 18 0

平成30年 
３月（７日） 1 1 0 1 0 0

合　　計 1,104 980 0 920 60 0

（注） 実施月のうち５月，11 月以外は，新規に放射線作業に従事するために講習を受けた者のみの
健康診断である。

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

37 37 0 37 0 0

31 31 0 31 0 0

68 68 0 68 0 0

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

33 33 0 33 0 0

26 26 0 26 0 0

59 59 0 59 0 0
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３）特定健康診査（メタボリックシンドローム健康診断）　40 歳以上職員

対象
対象者
数

受診者数
（受診率）

危険度０
（該当率）

危険度１
（該当率）

危険度２
（該当率）

危険度３
（該当率）

危険度４
（該当率）

判定不能
（該当率）

男

常勤 2,035人
1,696人 905人 158人 303人 240人 88人 2人
（83.3％） （53.4％） （9.3％） （17.9％） （14.2％） （5.2％） （0.1％）

非常
勤

131人
117人 54人 10人 22人 16人 15人 0人

（89.3％） （46.2％） （8.5％） （18.8％） （13.7％） （12.8％） （0.0％）

小計 2,166人
1,813人 959人 168人 325人 256人 103人 2人
（83.7％） （52.9％） （9.3％） （17.9％） （14.1％） （5.7％） （0.1％）

女

常勤 1,066人
947人 841人 29人 41人 25人 10人 1人

（88.8％） （88.8％） （3.1％） （4.3％） （2.6％） （1.1％） （0.1％）

非常
勤

527人
509人 463人 14人 18人 8人 6人 0人

（96.6％） （91.0％） （2.8％） （3.5％） （1.6％） （1.2％） （0.0％）

小計 1,593人
1,456人 1,304人 43人 59人 33人 16人 1人
（91.4％） （89.6％） （3.0％） （4.1％） （2.3％） （1.1％） （0.1％）

計 3,759人
3,269人 2,263人 211人 384人 289人 119人 3人
（87.0％） （69.2％） （6.5％） （11.7％） （8.8％） （3.6％） （0.1％）

治療薬服用者
（既治療率）

197人 89人 123人 75人
（8.7％） （23.2％） （42.6％） （63.0％）

●診断基準

　　　　　　　　　　　　　　　　＋

●判定基準
危険度０（メタボリックシンドローム基準非該当）：全項目該当なし　
危険度１（メタボリックシンドローム基準非該当）：腹囲のみ該当
危険度２（メタボリックシンドローム予備群該当）：腹囲＋１項目に該当
危険度３（メタボリックシンドローム基準該当）：腹囲＋２項目に該当
危険度４（メタボリックシンドローム基準該当）：全項目に該当
判定不能：未実施項目があり判定できない

１．腹囲　　男性85㎝以上　　女性90㎝以上

２．血糖：空腹時血糖が110mg/dl以上　または　ヘモグロビンA1c値が5.5％以上
　　または　糖尿病で薬剤治療中
３．血圧：収縮期血圧が130mmHg以上　または　拡張期血圧が85mmHg以上
　　または　高血圧で薬剤治療中
４．脂質：中性脂肪値が150mg/dl以上　または　HDLコレステロール値が40mg/dl未満
　　または　脂質異常症で薬剤治療中
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４）その他

　ⅰ）便潜血反応検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 2,494 132 5.3％ 6

東京地区 477 61 12.8％ 4

合　　計 2,971 193 6.5％ 10

（注） 対象は40才以上の常勤職員の希望者。 
免疫学的便潜血反応検査（ラテックス凝縮法）を用いた。

　ⅱ）喀痰細胞診検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 2,494 60 2.4％ 0

東京地区 477 52 10.9％ 0

合　　計 2,971 112 3.8％ 0

（注）対象は40才以上の常勤職員の希望者。３日間連続蓄痰法により検査した。

　ⅲ）眼底検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 221 80 36.2％ 7

東京地区 26 8 30.8％ 1

合　　計 247 88 35.6％ 8

（注）対象はHBA1c 6.5以上，最高血圧160以上，最低血圧100以上のいずれかに該当する者。

　ⅳ）ＰＳＡ検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 710 457 64.4％ 51

東京地区 120 79 65.8％ 9

合　　計 830 536 64.6％ 60

（注）対象は，S38.3.31以前生まれの常勤男性職員。
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区　　　　分

合　　　　計

　
9 .　保 健 管 理 セ ン タ ー 利 用 状 況

１）健康相談月別利用状況

　ⅰ）学生内科受診数

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

17 36 15 22 6 6 21 16 21 12 9 1 182 

4 25 13 13 6 9 17 15 11 20 9 1 143 

3 15 10 5 4 2 15 8 4 15 5 2 88 

4 34 32 25 9 11 35 21 19 23 10 5 228 

20 59 38 33 9 13 32 19 32 25 11 9 300 

5 28 10 12 4 4 9 19 8 16 7 5 127 

8 22 26 33 4 15 20 17 12 6 16 1 180 

6 27 14 14 4 6 16 9 8 12 9 8 133 

4 14 7 15 7 2 15 6 7 

1 

11 7 1 96 

1 

71 260 165 172 53 68 180 130 123 140 83 33 1,478 

38 118 76 94 49 56 119 89 102 101 66 51 959 

8 17 11 12 5 4 39 24 34 27 12 13 206 

46 135 87 106 54 60 158 113 136 128 78 64 1,165 

117 395 252 278 107 128 338 243 259 268 161 97 2,643 
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　ⅱ）学生整形外科受診数

区　　　　分

合　　　　計

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2 7 5 13 2 2 7 11 7 7 2 3 68 

4 9 8 11 3 3 10 12 5 8 2 5 80 

1 5 1 2 2 7 2 3 3 4 3 33 

6 10 9 12 5 5 16 3 14 5 3 6 94 

15 27 21 21 19 14 15 19 21 12 6 10 200 

3 3 5 7 5 1 3 6 1 4 5 3 46 

2 11 8 17 2 9 15 5 9 6 7 10 101 

10 31 24 39 24 40 20 36 25 11 29 17 306 

1 3 3 1 1 2 4 3 

1 

1 1 

1 

20 

2 

44 101 88 122 63 78 97 98 86 58 58 57 950 

8 22 19 33 18 19 29 18 16 22 15 26 245 

1 4 3 5 1 4 2 3 5 5 3 36 

9 26 22 38 19 19 33 20 19 27 20 29 281 

53 127 110 160 82 97 130 118 105 85 78 86 1,231 
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　ⅲ）学生外科処置受診数

区　　　　分

合　　　　計

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

3 4 1 2 1 2 1 1 2 17 

2 2 3 1 3 1 1 1 14 

1 3 2 1 7 

5 9 1 2 2 6 3 5 1 1 35 

2 6 6 5 1 1 7 1 29 

1 2 3 2 1 9 

2 5 2 1 1 1 1 1 1 1 16 

1 4 5 2 1 1 1 15 

1 2 2 2 1 1 2 

1 

2 2 15 

1 

18 37 25 13 4 6 22 8 9 3 7 6 158 

5 11 9 4 5 6 2 4 2 3 3 54 

4 5 9 2 1 3 1 3 2 1 31 

9 16 18 4 5 8 3 7 3 6 2 4 85 

27 53 43 17 9 14 25 15 12 9 9 10 243 
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　ⅳ）学生歯科受診数

区　　　　分

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

合　　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

5 8 6 10 8 4 5 4 7 9 2 2 70 

3 11 4 11 8 3 12 10 4 15 9 5 95 

7 9 2 5 3 5 3 4 3 4 3 3 51 

6 15 15 16 7 4 10 7 5 7 5 5 102 

7 13 10 11 5 5 17 13 10 12 8 8 119 

3 7 3 9 2 4 3 3 11 2 6 4 57 

5 10 4 16 8 7 6 3 12 8 5 8 92 

2 7 3 2 1 3 5 5 14 1 43 

3 5 6 9 3 3 4 9 2 2 3 1 50 

39 80 57 90 46 36 63 53 59 64 55 37 679 

29 66 59 60 52 70 34 31 48 50 32 42 573 

3 6 5 7 2 8 16 8 13 14 18 100 

32 72 64 67 54 70 42 47 56 63 46 60 673 

71 152 121 157 100 106 105 100 115 127 101 97 1,352 
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科別合計

本学職員

　ⅴ）職員・その他

月

区分／
科別内訳

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

8 18 14 27 10 9 11 9 26 21 9 9 171

8 18 14

1

28

1

11

1

10

1

12 9

2

28 21 9

1

10

7

178

4 9 12 19 7 8 8 7 19 16 5 3 117

2 3 1 6 3 1 2 6 4 2 2 32

2 1 1 3 1 2 1 3 14

8 18 14 28 11 10 12 9 28 21 9 10 178

外科処置

整形外科

歯　　科

その他の
外 来 者

区分合計

内　　科

5 1 2 2 1 1 1 2 15

（注）その他の外来者とは，本学校内における公開講座，合宿の参加者，見学者などである。
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682合　　　　　　　　計

区　　　分

２）学生相談利用状況

　ⅰ）学生相談内訳

　保健管理センターと春日相談室合計

78 16 12 4 14 422 11 18 10 585 96

15 1 3 2 94 1 6 7 129 32

17 2 1 10 13 136 1 16 8 204 46

30 4 1 2 5 137 8 1 11 17 216 63

80 21 2 14 5 319 3 1 37 16 498 88

85 20 10 6 4 227 3 16 371 59

44 2 1 70 5 6 128 33

3 16 8 3 30 16

24 8 3 1 4 147 5 11 8 211 45

373 74 29 43 48 1568 28 3 115 91 2372

17 6 1 17 2 43 10

36 10 14 1 179 38 6 284 29

25

47

25

11

7

16

3

3

4

1 10

3

136

133

93

15

1

7

24

15

208

217

154

47

68 12 1 2 1 204 288

36

2 1 80 4 87

22

38

220

9

602

63

9

146

25

54

3

46

16

64

3

844

3

19

2434

53

81

1

1 3

58

16

189 91

3

1284

3

53

3712

12

1

1

8

113 28 13 19 11 318 13 2 79 86 682

実

数

修

学

実　　　　　　　　数

人 文・ 文 化 学 群

社 会・ 国 際 学 群

人 間 学 群

生 命 環 境 学 群

理 工 学 群

情 報 学 群

医 学 群

体 育 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

小　　　　　　計

教 育 研 究 科

人 文 社 会 科 学 研 究 科

人 間 総 合 科 学 研 究 科

生 命 環 境 科 学 研 究 科

数 理 物 質 科 学 研 究 科

システム情報工学研究科

図書館情報メディア研究科

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科

グ ロ ー バ ル 教 育 院

小　　　　　　計

研 　 究 　 生

そ 　 の 　 他

学　
　
　

群　
　
　

学　
　
　

生

進

路

友

人

関

係

異

性

結

婚

家

庭

情

緒

性

格

人

生

問

題

経

済

住

居

そ
の
他
の
問
題

Ｕ
Ｐ
Ｉ
呼
出
面
接

＊
（
１
）

合

計

大　
　

学　
　

院　
　

生

（*1）UPI（University Personality Inventory）とは，大学生の心の健康調査をいう。

UPI面接結果 人
相談継続 18
本人希望せず等 39
問題なし 43
合計 100

UPI呼出面接結果
実施総数　　　2268 名
呼び出し者数　  366 名



－ 29 －

区　　　分

区　　　分

78 16 11

1

4 14 409

13

11 18 10 571

14

94

2

15 1 3 2 85

9

1 6 7 120

9

31

1

17 2 1 10 13 136 1 16 8 204 46
30 4 1 2 5 136

1

8 1 11 16

1

214

2

62

1

79

1

21 2 14 5 299

20

3 1 37 16 477

21

84

4

22

63

11

9

5

5

5

1 4

141

86

3 16 203

168

43

16

44 2 1 65

5

5 6 123

5

32

1

3 16 8 3 30 16
24 8 3 1 4 145

2

5 11 8 209

2

45
309

64

65

9

23

6

42

1

44

4

1432

136

28 3 115 90

1

2151

221

17 6 1 14

3

2 40

3

10
36 10 14 1 179 38 6 284

0

29
25
47
25

11
7
16

3
3
4

1 10
3

135

1

132

1

93

15

1

4

3

22

2

15

204

4

214

3

154

0

47

67

1

11

1

1 2 1 204 286

2

34

2

2

1

23

57

1

3

26

61

22

0

0

36

2

219

1

9
537

65

61

2

9
135

11

25

48

6

3

45

1

0 16

60

4

3
783
3

61

3

16

2221

213

53

81

1

1 3

50

8

16
181

8

90

1

3

0

1211
3

73
0

37

16

3402

310

5

7

1

1
7

1

645

37

106

7

25

3

11

2

18

1

11 297

21

13 2 77

2

85

1

645

37

実

数

実

数

修

学

修

学

実　　　　　　　　数

実　　　　　　　　数

人 文 ・ 文 化 学 群

人 文 ・ 文 化 学 群

社 会 ・ 国 際 学 群

社 会 ・ 国 際 学 群

人 間 学 群

人 間 学 群

生 命 環 境 学 群

生 命 環 境 学 群

理 工 学 群

理 工 学 群

情 報 学 群

情 報 学 群

医 学 群

医 学 群

体 育 専 門 学 群

体 育 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

小　　　　　　計

小　　　　　　計

教 育 研 究 科

教 育 研 究 科

人 文 社 会 科 学 研 究 科

人 文 社 会 科 学 研 究 科

人 間 総 合 科 学 研 究 科

人 間 総 合 科 学 研 究 科

生 命 環 境 科 学 研 究 科

生 命 環 境 科 学 研 究 科

数 理 物 質 科 学 研 究 科

数 理 物 質 科 学 研 究 科

シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科

シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科

図書館情報メディア研究科

図書館情報メディア研究科

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科

グ ロ ー バ ル 教 育 院

グ ロ ー バ ル 教 育 院

小　　　　　　計
研 　 究 　 生

小　　　　　　計
研 　 究 　 生

そ 　 の 　 他

そ 　 の 　 他

合　　　　　　　　計

合　　　　　　　　計

学　
　

群　
　

学　
　

生

学　
　

群　
　

学　
　

生

進

路

進

路

友
人
関
係

友
人
関
係

異

性

異

性

結

婚

結

婚

家

庭

家

庭

情
緒
性
格

情
緒
性
格

人
生
問
題

人
生
問
題

経

済

経

済

住

居

住

居

そ
の
他
の
問
題

そ
の
他
の
問
題

Ｕ
Ｐ
Ｉ
呼
出

面
接
＊
（
１
）

Ｕ
Ｐ
Ｉ
呼
出

面
接
＊
（
１
）

合

計

合

計

大　

学　

院　

生

大　

学　

院　

生

（*1）UPI（University Personality Inventory）とは，大学生の心の健康調査をいう。

（*1）UPI（University Personality Inventory）とは，大学生の心の健康調査をいう。

　（保健管理センター）

　（春日での学生相談）
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ⅱ
）
学
生
相
談
室
利
用
者
の
年
次
推
移

ⅱ
）

学
生

相
談

室
利

用
者

の
年

次
推

移

1
6
3
7

1
5
7
8

1
7
9
2

2
0
7
4

2
4
2
1

2
3
4
4

2
1
9
2

2
4
4
1

2
2
8
8

2
3
7
2

1
0
4
3

1
0
2
8

1
4
6
5

1
0
5
2

1
1
9
0

1
1
0
1

1
0
3
9

1
3
3
5

1
3
9
3

1
2
8
4

2
1
8

1
5
4

1
4
3

1
6
9

9
9

1
1
9

4
4

7
4

2
2

5
6

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

3
0
0
0

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

回 数

所
属

別
延

べ
面

接
等

回
数

（
学

生
相

談
室

）
学
群
学
生

大
学
院
学
生

そ
の
他

4
0
8

4
0
1

3
8
2

4
1
5

4
4
3

4
2
8

4
1
8

4
6
9

4
8
6

4
7
8

1
5
8

2
0
5

1
9
4

1
9
2

1
9
0

1
6
5

1
6
9

1
9
1

2
1
1

1
9
5

6
0

5
8

4
5

2
6

3
1

3
1

1
4

2
7

6
9

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

人 数

所
属

別
利

用
者

実
数

（
学

生
相

談
室

）
学
群
学
生

大
学
院
学
生

そ
の
他

2
8
9
8

2
7
6
0

3
4
0
0

3
2
9
5

3
7
1
0

3
5
6
4

3
2
7
5

3
8
5
0

3
7
0
3

3
7
1
2

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

4
0
0
0

4
5
0
0

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

回 数

延
べ

面
接

等
回

数
（
学

生
相

談
室

）

6
2
6

6
6
4

6
2
1

6
3
3

6
6
4

6
2
4

6
0
1

6
8
7

7
0
3

6
8
2

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

人 数

利
用

者
実

数
（
学

生
相

談
室

）
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　ⅲ－１）総合相談窓口内訳（スチューデントプラザ相談窓口と春日相談窓口の合計）

学生本人 保護者・家族 友人・知人 教職員 その他 総計
相　談

進路 30 4 1 1 36
修学 125 41 23 190
情緒・性格 53 1 2 56
対人関係 66 2 3 8 79
症状・疾患 56 5 1 5 67
学生生活 26 1 1 28
事件・事故対応 2 2
自殺関係 7 1 3 11
ハラスメント 9 1 1 11
各種問い合わせ 1 1
その他 7 1 3 2 13

379 58 8 47 1 494
問い合わせ

進路 8 2 10
修学 16 4 2 22
情緒・性格
対人関係 2 2
症状・疾患 1 1
学生生活 25 5 30
事件・事故対応 2 2
自殺関係
ハラスメント 1 1
各種問い合わせ 121 17 1 5 8 152
その他 2 1 1 4

177 26 1 11 9 224
苦情要望

進路
修学 3 3
情緒・性格
対人関係
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント 1 1
各種問い合わせ
その他

3 1 4
その他

進路 1 1 2
修学 1 1
情緒・性格
対人関係 1 1
症状・疾患 2 2
学生生活
事件・事故対応 1 1 2
自殺関係 2 2
ハラスメント
各種問い合わせ
その他 4 2 6

7 1 8 16
総　計 566 84 10 66 11 738
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　ⅲ－２）総合相談窓口内訳（スチューデントプラザ相談窓口利用状況）

学生本人 保護者・家族 友人・知人 教職員 その他 総計
相　談

進路 25 4 1 1 31
修学 95 34 16 146
情緒・性格 51 1 2 54
対人関係 57 2 3 8 70
症状・疾患 42 4 1 1 48
学生生活 22 1 23
事件・事故対応 2 2
自殺関係 7 1 8
ハラスメント 7 1 8
各種問い合わせ 1 1
その他 7 1 3 1 12

313 50 8 30 1 403
問い合わせ

進路 8 1 9
修学 15 2 2 19
情緒・性格
対人関係 2 2
症状・疾患
学生生活 24 5 29
事件・事故対応 2 2
自殺関係
ハラスメント 1 1
各種問い合わせ 111 13 1 4 7 136
その他 1 1 1 3

164 20 1 8 8 201
苦情要望

進路
修学 3 3
情緒・性格
対人関係
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント 1 1
各種問い合わせ
その他

3 1 4
その他

進路 1 1 2
修学 1 1
情緒・性格
対人関係 1 1
症状・疾患 1 1
学生生活
事件・事故対応 1 1 2
自殺関係 2 2
ハラスメント
各種問い合わせ
その他 4 2 6

7 1 7 15
総　計 487 70 10 45 10 623
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　ⅲ－３）総合相談窓口内訳（春日相談窓口利用状況）

学生本人 保護者・家族 友人・知人 教職員 その他 総計
相　談

進路 5 5
修学 30 7 7 44
情緒・性格 2 2
対人関係 9 9
症状・疾患 14 1 4 19
学生生活 4 1 5
事件・事故対応
自殺関係 3 3
ハラスメント 2 1 3
各種問い合わせ
その他 1 1

66 8 17 91
問い合わせ

進路 1 1
修学 1 2 3
情緒・性格
対人関係
症状・疾患 1 1
学生生活 1 1
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ 10 4 1 1 16
その他 1 1

13 6 3 1 23
苦情要望

進路
修学
情緒・性格
対人関係
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他

その他
進路
修学
情緒・性格
対人関係
症状・疾患 1 1
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他

1 1
総　計 79 14 21 1 115
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区　　　　分

３）精神衛生相談利用状況

　ⅰ）精神衛生相談内訳

延数 実数

283

医 療 科 学 類

体 育 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

小　　　　　　　　　　　　　計

人 文 学 類 32

72比 較 文 化 学 類 12

114日本語・日本文化学類 8

97社 会 学 類 12

41国 際 総 合 学 類 15

15教 育 学 類 2

104心 理 学 類 12

72障 害 科 学 学 類 15

159生 物 学 類 21

127生 物 資 源 学 類 22

10

22

32

地 球 学 類

数 学 類

物 理 学 類

5

2

8

43化 学 類 7

57応 用 理 工 学 類 12

225工学システム学類 29

91社 会 工 学 類 8

136情 報 科 学 類 17

35情報メディア創成学類 9

131知識情報・図書館学類 18

141医 学 類 23

58看 護 学 類 9

26

39

198

2,328

1

9

27

335

学

群

学

生

人
文
・
文
化
学
群
社
会
・
国
際
学
群

人
間
学
類

生
命
環
境
学
群

理
工
学
群

情
報
学
群

医
学
群

区　　　　分 延数 実数

1,051修　士　（前期）　課　程 147

444博　士　（後期）　課　程 57

1,495小 　 　 計 204

51研 究 生 13

19そ の 他 10

3,893合 　 　 　 　 　 計 562

大
学
院
生
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器質性精神障害

F06 1
計 1

統合失調症，統合失調症型障害および
妄想性障害

副診断
F20 24 統合失調症
F21 13 84(1)
F28 1
計 38

気分障害

副診断
F31 25 42(1), 84(2), 90(1) 躁うつ病

F32 77 42(1), 60(1), 84(5), 90(2), 
98(1), G40(1) うつ病

F33 14 90(2) 反復性うつ病
F34 13 持続性気分障害
F38 8 84(2)
計 137

神経症性障害，ストレス関連障害および
身体表現性障害

副診断
F40 15 84(2) 社会不安障害など
F41 23 50(2), 84(2), 90(3) パニック障害など
F42 9 40(1), 84(2)

F43 191 13(1), 31(1), 34(1), 51(3), 60(1), 
63(1), 84(17), 90(8), G40(1) 適応障害

F44 4 60(1)
F45 7 90(1)
F48 3
計 252

生理的障害および身体的要因に関連した
行動症候群

副診断
F50 12 32(1), 41(1), 60(1), 

90(1) 摂食障害

F51 39 43(2), 84(4), 94(1) 非器質性睡眠障害
F54 2 38(1), 90(1)
計 53

成人の人格および行動の障害

F60 4 84(1)
F63 1
F64 2 43(1)
計 7

心理的発達の障害

副診断
F80 1
F84 36 21(1), 31(1), 42(1), 

43(5), 51(1), 90(6) 広汎性発達障害

計 37

小児＜児童＞期及び青年期に通常発症する
行動及び情緒の障害 

副診断
F90 19 32(2), 34(2), 38(2), 

84(2) 多動性障害

F94 2 43(1)
F98 2 33(1)
計 23

その他

てんかん 2
問題なし 12
計 14

　ⅱ）ICD-10分類による学生の診断別件数（実数）と副診断
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ⅲ
）
精
神
衛
生
相
談
利
用
者
の
年
次
推
移

 （
延
数
と
実
数
）

　
ⅲ

）
　

精
神

衛
生

相
談

利
用

者
の

年
次

推
移

 （
延

数
と

実
数

）

2
6
1
0

2
7
4
7

2
7
0
9

2
5
2
6

2
6
8
9

2
7
6
6

2
9
5
1

2
9
8
1

3
4
8
0

4
2
1
9

4
5
3
2

5
1
8
4

4
6
0
0

4
7
2
2

5
0
2
8

4
1
6
6

3
8
9
3

3
7
6

4
3
5

4
5
2

4
0
9

4
2
0

4
1
8

3
8
2

3
9
4

3
9
7

4
5
3

5
3
2

6
1
3

5
3
5

5
2
6

6
1
9

6
1
2

5
6
2

01
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

1
0
0
0

0

1
0
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

4
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

利 用 者 実 数 （ 人 ）

延 べ 回 数 （ 回 ）

年
度

の
べ

回
数

利
用

者
実

数

12
1
4

1
3

1
5

1
6

11
1
7
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10 .　そ 　 の 　 他

１）予防接種者

　ⅰ）Ｂ型肝炎ワクチン接種

ⅱ）インフルエンザワクチン接種

２）ＨＢｓ抗原抗体検査

対　　　　　象

理療科教員養成施設学生

職 員

0

0

18

24

18

24

13

13

5

11

18

24

計 0 42 42 26 16 42

計陰性陽性 陽性 陰性 計

ＨＢｓ抗原検査 ＨＢｓ抗体検査

計

対　　象 接 種 数

医 学 類 489

看 護 学 類 291

医 療 科 学 類 140

920

　注：Ｂ型肝炎ワクチン接種は，医学群の学生で希望者に実施した。１～３回目の延数である。

計

対　　象 接 種 数

医 学 類 226

看 護 学 類 133

医 療 科 学 類 37

396

注：インフルエンザワクチン接種は，医学群の学生で，実習上接種の必要な希望者に実施した。

注：ＨＢｓ抗原抗体検査は，理療科教員養成施設所属の職員と学生（新入生）が対象である。
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月

３）臨床検査実施数

血　　　液 尿 心　電　図 合　　計

平成29年４月

10月

12 

4 

3 

8 

1 16 

0 12 

５月

11月

52 

8 

108 

8 

19 179 

4 20 

７月

平成30年１月

６月

12月

39 

4 

38 

4 

15 

4 

7 

4 

24 78 

0 8 

32 77 

2 10 

８月

２月

９月

３月

合　　計

8 

6 

8 

2 

185 

5 

12 

6 

4 

184 

1 14 

4 22 

6 20 

1 7 

94 463 
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４）エックス線写真撮影件数及び枚数

区分

月 件数

45 2 14 125 59 127 2 0 0 0 2 0 61 127

119 9 28 36 147 45 3 0 2 2 5 2 152 47

94 8 28 42 122 50 2 0 0 0 2 0 124 50

140 5 30 43 170 48 6 0 1 1 7 1 177 49

73 8 14 20 87 28 4 0 0 0 4 0 91 28

79 4 23 38 102 42 2 0 0 0 2 0 104 42

117 5 21 25 138 30 2 0 0 0 2 0 140 30

115 10 19 29 134 39 1 0 0 0 1 0 135 39

95 3 20 30 115 33 3 0 0 0 3 0 118 33

81 8 33 46 114 54 5 0 0 0 5 0 119 54

70 3 20 28 90 31 3 0 0 0 3 0 93 31

70 5 23 30 93 35 6 0 1 2 7 2 100 37

1,098 70 273 492 1,371 562 39 0 4 5 43 5 1,414 567

枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

合計

　　　学生定期健康診断撮影 　12,247 名

　　　職員定期健康診断撮影 　  5,717 名

一般撮影 デンタル 計 胸　部
その他 デンタル 計

合　計
学                                      生 職                                      員
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５）処方箋発行数

処方箋（枚）

平成29年 4 月 339

6195 月

5266 月

5987 月

3218 月

3689 月

66110月

55311月

60912月

4352 月

3493 月

5,966合　　計

平成30年 1 月 588
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合　　　計

６）外部診療機関紹介状況

科分類 内

科

学 群 生

大 学 院 生

研 究 生

学 生 合 計

職 員・ そ の 他

87 29 22 2 0 3 3 5 6 48 205 

52 12 32 1 0 3 6 2 1 16 125 

6 0 8 2 1 2 0 1 4 2 26 

145 41 62 5 1 8 9 8 11 66 356 

10 2 1 0 0 0 0 1 1 4 19 

155 43 63 5 1 8 9 9 12 70 375 

　区分

整

形

外

科

歯

科

耳

鼻

科

眼

科

婦

人

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

救

急

外

来

そ

の

他

合

計

注）区分のその他とは，本学校内における公開講座，合宿の参加者，見学者などである。

７）健康診断証明書等発行数

センター発行
自動証明書発行
装　 置 　発 　行

合　　計

学 　 群 　 生 896 896 

大 学 院 生 185 185 

職 　 　 　 員

研 究 生

62 

41 

62 

41 

そ の 他

合　　　計

3 

1,187 0 

3 

1,187 

自動証明発行装置は，定型の書式で，学群生・大学院生のみ発行。
センター発行は，定型外および，再検査中など，一部，自動発行不可の者など。
その他は，学振・特別研究員等である。
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８）救護活動

№ 実施期間 行事等名称 救護班設置場所 利用者数

1 平成29年 
4/7 入学式 保健管理センター 0

2 5/13・14 春季スポーツデー 保健管理センター 4

3 7/4・5 大学院推薦入学試験（7月期） 保健管理センター 0

4 7/15・16 H29年度　帰国生徒特別入試（10月入学）
H30年度　帰国生徒特別入試（4月入学）保健管理センター 0

5 8/5・6・11 大学説明会 保健管理センター・                 
春日キャンパス救護室 4

6 8/22-29（土日除く6日間） 大学院入学試験（8月期） 保健管理センター 0

7 8/29・30 ヒューマンバイオロジー学位プログラム
（HBP）　8月期入試 保健管理センター 0

8 8/26，9/2・3・24，11/11，2/4 東京キャンパス大学院入試 東京キャンパス救護室 0

9 10/2-13 （土日除く9日間）

H29年度　学群AC入試・国際科学オリ
ンピック特別入試・国際バカロレア特別
入試

保健管理センター 0

10 10/12-20 （土日除く7日間） 大学院入学試験（10月期） 保健管理センター 0

11 11/3-5 学園祭 保健管理センター 0

12 11/18・19 秋季スポーツデー 保健管理センター 3

13 11/29・30 推薦入試 各入試会場救護室 1

14 平成30年1/13・14 大学入試センター試験 各入試会場救護室 10

15 1/23・24 ヒューマンバイオロジー学位プログラム
（HBP）　1月期入試 保健管理センター 0

16 1/30～2/2 大学院入試（2月期） 保健管理センター 0

17 2/1 エンパワーメント情報学プログラム 
2月期一般入試・　履修者特別選抜 保健管理センター 0

18 2/25・26 個別学力検査等（前期日程）
学群編入学試験 各入試会場救護室 12

19 3/12 個別学力検査等（後期日程） 各入試会場救護室 1

20 3/23 卒業式 保健管理センター 1

計 36
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９）救急箱貸出数

救急箱（個）

平成29年 4 月 19

195 月

06 月

37 月

48 月

29 月

110月

2811月

612月

92 月

93 月

109合　　計

平成30年 1 月 9
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11 .　学 内 広 報 ・ 研 修 活 動

１）広報活動

　“STUDENTS” ―保健管理センターだより―

 No.673（平成29年4月6日発行）

  保健管理センターの利用案内 太刀川　弘和

 No.674（平成29年6月22日発行）

  なんだか苦手なあの人とどう付き合うか

  ～自らを深め広げる人間関係のヒント 田中　崇恵

 No.676（平成29年10月12日発行）

  キャンパスライフにおけるケガの初期対応 船山　徹

 No.677（平成30年1月18日発行）

  上手な睡眠のとり方 白鳥　裕貴

　『紫峰の風』―学生相談室から―

 第4号（平成29年5月発行）

  大学生の保護者になるということ 杉江　征

 第5号（平成29年7月発行）

  気がすまない 石井　映美

 第6号（平成29年12月発行）

  気持ちを伝える“I”メッセージ 慶野　遥香

 第7号（平成30年2月発行）

  顔と顔 太刀川　弘和
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２）研修活動

　（1）第40回自己開発のための合宿セミナー（エンカウンター合宿セミナー）

　　 1．期　　日　　平成29年7月13日（木）～ 14日（金）

　　 2．場　　所　　つくば市豊里ゆかりの森

　　 3．参加人数　　10名（学生6名，教員4名）

　　 4．担　　当　　杉江征・田附あえか・田中崇恵・慶野遥香

　　 5．日 程 表

 

日時 7月13日（木） 日時 7月14日（金）
7:00 起床

8:00 朝食（杉江・田中）

荷物整理・チェックアウト

9:00 Sess i on５

わたしの姿

（田中）

10:30 Sess i on６

夢のような体験

（田附）

12:00 昼食

12:30 集合（保健管理センター学生相談室） （田附・慶野）

タクシーで移動～ゆかりの森へ

13:00 開会式・オリエンテーション（杉江） 13:00 Sess i on７

13:30 Sess i on１ 別れの花束

自己紹介ワーク （杉江）

（田中）

14:00 Sess i on２ 14:30 シェアリング

フィンガーペインティング

（田中）

15:30 閉会式・写真撮影

（杉江）

16:00 チェックイン

16:15 Sess i on３ 16:30 ゆかりの森出発～大学へ

Outdoor Cooking 17:00 大学到着・解散式

（田附）

19:15 自由時間・入浴

20:00 Sess i on４

ほっとシート

（杉江）

23:00
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　（2）キャンパスライフセミナー

　　第１回　自分らしいメイクアップを学ぼう〜専門家によるビューティ講座

　　　 6．対　　象　　筑波大生

　　　 7．期　　日　　平成29年11月15日（水）13：45～15：10

　　　 8．場　　所　　大学会館マルチメディアルーム

　　　 9．参加人数　　23名

　　　10．担　　当　　田附あえか

　　　11．内　　容　　 専門家から直接アドバイスを受けながら，自分らしさを最大限に活かせる

メイクアップを学ぶことで，自分の身体や個性に向き合い，より自信をも

って人と接することができるようになることをめざした講座を開催した。

定員を超える応募があり，盛況のうちに終了し，参加者の満足度も非常に

高かった。

　　第２回　ピア・サポーターのためのコミュニケーションワーク

　　�（T-act承認企画「ピアサポートでつながろう！みんあで助け合えるキャンパスを目指して」と

の連携企画）

　　　 1．対　　象　　筑波大生

　　　 2．期　　日　　平成29年11月22日（水）13：30～16：30

　　　 3．場　　所　　人間系学系棟B301

　　　 4．参加人数　　 9 名

　　　 5．担　　当　　田中崇恵

　　　 6．内　　容　　 コミュニケーションの苦手な学生は多く，そのような相談が学生相談に持

ち込まれることも少なくない。本企画では，話の聞き方・話し方について

心理学の観点から講義を行い，それを踏まえて実際にワークを行うことで，

参加者の他者との関わりのハードルを下げるとともに，自分らしいコミュ

ニケーションの感覚を養うことを目指した。参加者も多角的な視点に気づ

き，充実した内容だったとの感想が寄せられた。

　（3）学群教育改革推進事業「学生のピアサポート活動の実践に向けた取り組み」の活動

　①ピア・サポーター制度導入の先進校への視察

　　・立命館大学への視察

　　　 1．期　　日　　平成30年2月8日（木）

　　　 2．場　　所　　立命館大学

　　　 3．担　　当　　杉江征・田附あえか・田中崇恵・慶野遥香

　　　　　　　　　　　（学生生活課より生井栄部長・金井浩紫課長）
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　　　4．内　　容　　 立命館大学においては，学生相談室・ラーニングサポート・スチューデント

サクセスプログラム等において幅広くピア・サポートの活用や育成が行われ

ていた。また，学生オフィス学生支援コーディネーターを中心に，各組織が

有機的な連携・協働を可能とする仕組みが作られていた。

　　・京都大学への視察

　　　 1．期　　日　　平成30年2月9日（金）

　　　 2．場　　所　　京都大学　

　　　 3．担　　当　　杉江征・田附あえか・田中崇恵・慶野遥香

　　　　　　　　　　　（学生生活課より生井栄部長・金井浩紫課長）

　　　 4．内　　容　　 京都大学では障害学生支援学生・カウンセリング・キャリアサポートの学

生支援組織を学生総合支援センターとして組織し，センター長他2名の教

職員から京都大学での学生支援部署の改革について意見交換を行った。各

部署の充実した施設，取り組みについて学んだ。

　　・名古屋大学への視察

　　　 1．期　　日　　平成30年3月19日（月）

　　　 2．場　　所　　名古屋大学　

　　　 3．担　　当　　田中崇恵（学生ピア・サポーター 4名）

　　　 4．内　　容　　 筑波大学の他，東京大学・東京工業大学のピア・サポーターと教員で視察

を行った。名古屋大ピア・サポーターが活動する図書館内のブースを見学

したほか，相談業務・相談ポスト・心の処方箋など独自の活動について説

明を受け，それぞれの大学の活動実践の報告や困りごとの共有などを行っ

た。

　②ぴあのわ2018（全国大学ピアサポーター合同研修会）への参加

　　　 1．対　　象　　全国大学ピアサポーター合同研修会への参加者

　　　 2．　　　　　　（筑波大学より有志の学生が参加）

　　　 3．期　　日　　平成30年3月17（土）～ 18日（日）

　　　 4．場　　所　　名古屋工業大学

　　　 5．参加人数　　筑波大学より7名

　　　 6．担　　当　　杉江征・田中崇恵・田附あえか・慶野遥香

　　　 7．内　　容　　 1日目は各大学のピア活動の体験ワークショップに参加し，特色あるピア

活動に実際に触れ，分科会にて各大学の教職員との意見交換を行った。2

日目はピア活動を行う学生及びそれを支える教員が行うトークセッション
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を聞き，ピア・サポート活動を行う上での苦労と工夫について学んだ。

　③ピア・サポートのための講演会「学生による支え合いの理念と実践」

　　　 1．対　　象　　筑波大生

　　　 2．期　　日　　平成30年2月27日（水）14：00 ～ 17：00

　　　 3．場　　所　　2B208・209

　　　 4．参加人数　　20名

　　　 5．担　　当　　杉江征・田中崇恵・慶野遥香

　　　 6．内　　容　　 すでに実践的なピア・サポート活動を行っている東京大学学生相談ネット

ワーク本部ピアサポートルーム室長・高野明准教授を講師として招き，講

演をいただいた。本学へのピア・サポート制度の始動に伴い，ピア・サポ

ート活動における基礎知識や倫理的問題などについてワークを通して考え

る会となった。

　（4）フレッシュマンセミナーへの出講

　 　総合科目Ⅰ「フレッシュマンセミナー」への出講依頼があった学類・クラスに対し，学生相談

室の教員が学生のメンタルヘルスや学内相談機関の利用の仕方などについて出講授業を行ってい

る。平成29年度の実施日時と担当者は以下の通りであった。

実施日時 担当学類・クラス 担当教員

4月21日（金）8：45 ～ 9：25 人間学群（3学類合同） 田中崇恵

5月1日（月）12：15 ～ 13：30 生物学類 田中崇恵

5月12日（金）16：35 ～ 17：50 物理学類 杉江征

5月17日（水）12：15 ～ 13：30 知識情報・図書館学類 杉江征

5月17日（水）12：15 ～ 13：30 工学システム学類（1~3クラス） 田中崇恵

5月17日（水）13：45 ～ 15：00 社会学類 田附あえか

5月24日（水）13：45 ～ 15：00 生物資源学類 田附あえか

5月29日（月）15：15 ～ 16：30 工学システム学類（4~6クラス） 田中崇恵

6月5日（月）13：45 ～ 15：00 人文学類 田附あえか

6月12日（月）13：45 ～ 15：00 比較文化学類 田附あえか

6月16日（金）15：15 ～ 16：05 芸術専門学群 田附あえか

6月16日（金）16：35 ～ 18：00 化学類 田中崇恵

6月19日（月）13：45 ～ 15：00 日本語・日本語文化学類 田附あえか

7月21日（金）16：35 ～ 18：00 化学類（春Cクラスセミナー） 杉江征
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　　医療安全管理教育研修

　　第1回　診療の安全に関する研修【連携・協力・社会貢献】

　　　１．対　　象　　筑波大学附属病院職員等

　　　２．期　　日　　平成29年9月（DVD上映複数回開催）

　　　３．場　　所　　保健管理センター　会議室

　　　４．参加人数　　25名

　　　５．担　　当　　附属病院臨床医療管理部外

　　　６．内　　容　　・医療事故防止に関する基本的事項

　　　　　　　　　　　・講演　医療事故当事者のメンタルケア・ピアサポート

　　　　　　　　　　　・医薬品の禁忌・適応外使用の取り扱い

　　　　　　　　　　　・新規医療機器購入時の研修予定者リスト提出のお願い

　　　　　　　　　　　・感染対策としてのゾーニング

　　第2回　診療の安全に関する研修【医療事故防止マニュアル第７版-JCI受審に向けて】

　　　１．対　　象　　筑波大学附属病院職員等

　　　２．期　　日　　平成30年1月～ 2月（DVD上映複数回開催）

　　　３．場　　所　　保健管理センター　会議室

　　　４．参加人数　　22名

　　　５．担　　当　　附属病院臨床医療管理部外

　　　６．内　　容　　・医療事故防止に関する基本的事項
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ファレンス（千葉），7月，2017．

50. 松田峰史，中嶋真之，會田有香，田地広明，吉田和史，塩澤利博，中澤健介，増子裕典，際本

拓未，松野洋輔，川口未央，森島祐子，坂本　透，家城隆次，関根郁夫，檜澤伸之：重篤な肝

障害を呈し，化学療法が奏功したPS不良小細胞肺癌の1例．第225回日本呼吸器学会関東地方

会（東京），7月，2017.

51. 長島克弥，安部哲哉，熊谷　洋，三浦紘世，野口裕史，船山　徹，國府田正雄，山崎正志：胸

椎OPLLによる急性対麻痺に対する前方除圧術後に生じた脊髄ヘルニアの1例．第50回 脊椎外

科同好会（岡山），8月，2017．

52. 野口裕史，安部哲哉，船山　徹，藤井賢吾，三浦紘世，長島克弥，熊谷　洋，國府田正雄，山

崎正志：胸腰椎移行部椎体骨折に対するX-CORE2を用いた前後再建術の周術期合併症．第6回

Japan Association of Spine surgeons with Ambition（東京），8月，2017．

53. 翠川晴彦，太刀川弘和，新井哲明，高橋秀人，田宮菜奈子：国民生活基礎調査に基づいた高齢

者の飲酒実態の把握．第52回日本アルコール・アディクション医学会学術総会（横浜），9月，

2017.

54. 遠藤　剛，往西　誠，高濱浩輔，太刀川弘和：茨城県の精神科一般救急医療相談窓口を経て治

療介入につながった高齢者自殺関連行動の２例．第41回日本自殺予防学会総会（つくば），9月，

2017.

55. 袖山紀子，太刀川弘和，高橋　晶，相羽美幸，新井哲明，高橋祥友：東日本大震災5年後の福
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島県からの避難者におけるメンタルヘルス．第41回日本自殺予防学会総会（つくば），9月，

2017.

56. 岡本雄太，太刀川弘和，池田雄太郎，麻植啓介，根本清貴，新井哲明：「死にたい」ツイートの

内容分析．第41回日本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

57. 相羽美幸，太刀川弘和，Adam Lebowitz：対人関係欲求尺度（INQ）と自殺潜在能力尺度（ACSS）

の妥当性の検討．第41回日本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

58. 山田典子 ,太刀川弘和，白鳥裕貴，矢口知絵，大塚敬士，袖山紀子，根本清貴，妹尾栄一，土井

永史，新井哲明：介入支援を拒否する自殺未遂者の臨床的特徴および拒否理由の検討．第41回

日本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

59. 矢口知絵，山田典子，小杉祥子，大塚敬士，白鳥裕貴，根本清貴，石川和宏，袖山紀子，山形

晃彦，太刀川弘和，妹尾栄一，土井永史：血液データを用いた自殺企図のリスク評価．第41回

日本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

60. 白鳥裕貴，太刀川弘和，妹尾栄一，土井永史，新井哲明：コロンビア自殺重症度評価尺度（Columbia 

Suicide Severity Rating Scale; C-SSRS）日本語版の妥当性・信頼性の検討．第41回日本自殺予防

学会総会（つくば），9月，2017.

61. 翠川 晴彦，太刀川弘和，相羽美幸，遠藤剛，白鳥裕貴，新井哲明：援助要請能力を高めるには

一般的信頼や良好な人間関係の構築が重要である．第41回日本自殺予防学会総会（つくば）， 

9月，2017.

62. 高橋あすみ，太刀川弘和，菅原大地，石井映美，白鳥裕貴，杉江　征，新井哲明：大学生向け

自殺予防教育プログラム作成の試み―セルフ・スティグマの低下に焦点を当てて―．第41回日

本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

63. 佐々木恵美，太刀川弘和，平山　暁：視覚・聴覚障害学生に対する自殺予防活動について．第

41回日本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

64. 石川和宏，根本清貴，臼庭　等，山田典子，矢口知絵，白鳥裕貴，袖山紀子，太刀川弘和，妹

尾栄一，土井永史：自殺企図後のうつ病患者における気質と安静時脳機能ネットワーク．第41

回日本自殺予防学会総会（つくば），9月，2017.

65. 白鳥裕貴：病院連携と自殺予防．第41回日本自殺予防学会（つくば），9月，2017．

66. 石井映美，太刀川弘和，白鳥裕貴，佐々木恵美，新井哲明：発達障害学生における自殺関連事

象の特徴．第41回日本自殺予防学会（つくば），9月，2017．

67. 井出政行，宮内英里，太刀川弘和，根本清貴，新井哲明，川崎真弘：経頭蓋磁気刺激誘発脳波

（TMS-EEG）による電気けいれん療法前後の同期性の評価．第39回日本生物学的精神医学会（札

幌）9月，2017.

68. 長島克弥，安部哲哉，柴尾洋介，熊谷　洋，三浦紘世，俣木健太朗，野口裕史，船山　徹，國

府田正雄，山崎正志：ステロイド性骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存治療の臨床成績－原発性

骨粗鬆症例と比較して－．第3回北関東脊椎外科研究会（日光），9月，2017．

69. 菅原大地，杉江　征：日本語版PPSの信頼性・妥当性の検討．日本健康心理学会第30回記念大

会（東京），9月，2017.
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70. 岡部楓子，菅原大地，杉江　征：ゆるしとゆるせなさの特性と個人特性の検討．日本パーソナ

リティ心理学会第26回大会（山形），9月，2017．

71. 菅原大地，有光興記，杉江　征：日本語版DPESの作成と信頼性・妥当性の検討．日本心理学会

第81回大会（久留米），9月，2017．

72. 岡部楓子，菅原大地，岡田眞ノ典，堀田　亮，山田圭介，佐々木恵理，中谷隆子，杉江　征：

復職支援における自律訓練法の有効性－共起ネットワーク分析による質的な検討－．日本自律

訓練学会第40回大会（鹿児島），9月，2017．

73. 菅原大地，岡部楓子，岡田眞ノ典，堀田　亮，山田圭介，佐々木恵理，中谷隆子，杉江　征：

自律訓練法によってもたらされる認知傾向の変容 -大学生・大学院生を対象としたパイロット・

スタディ．日本行動療法学会第43回大会（新潟），9月，2017．

74. 久保田茂希，安部哲哉，清水如代，門根秀樹，藤井賢吾，船山　徹，野口裕史，三浦紘世，羽

田康司，菅谷　久，吉岡友和，山海嘉之，山崎正志：頚・胸椎後縦靱帯骨化症に伴う重度歩行

障害に対するロボットスーツHALによる新たな治療．第32回日本整形外科学会基礎学術集会（沖

縄），10月，2017．

75. 久保田茂希，安部哲哉，清水如代，門根秀樹，藤井賢吾，船山　徹，野口裕史，三浦紘世，羽

田康司，菅谷　久，吉岡友和，山海嘉之，山崎正志：慢性期脊髄障害に対するロボットスーツ

HALを用いた機能回復治療．第32回日本整形外科学会基礎学術集会（沖縄），10月，2017．

76. 熊谷　洋，船山　徹，牧原武史，野口裕史，山崎正志：気孔構造の異なるβ-リン酸3カルシウ

ム人工骨内における骨新生と材料吸収の比較．第32回日本整形外科学会基礎学術集会（沖縄），

10月，2017

77. 野口裕史，船山　徹，安部哲哉，熊谷　洋，塚西敏則，国府田正雄，山崎正志：ヤギ長期埋植

試験での高気孔率高連通性ハイドロキシアパタイト椎弓スペーサーの吸収及び変形に関する放

射線学的 /組織学的解析．第32回日本整形外科学会基礎学術集会（沖縄），10月，2017

78. 三浦紘世，門根秀樹，熊谷　洋，長島克弥，俣木健太朗，藤井賢吾，野口裕史，船山　徹，安

部哲哉，國府田正雄，山崎正志：腰椎変性後側弯症に対する３次元動作解析と筋活動計測を同

期させた歩行解析 －術式選択の補助手段として－．第32回日本整形外科学会基礎学術集会（沖

縄），10月，2017．

79. 三浦紘世，門根秀樹，熊谷　洋，長島克弥，俣木健太朗，藤井賢吾，野口裕史，船山　徹，安

部哲哉，羽田康司，遠藤寛興，村上秀樹，土井田稔，山崎正志：ショベリング除雪反復動作に

おけるロボットスーツHALの腰部負荷軽減効果．第32回日本整形外科学会基礎学術集会（沖縄），

10月，2017．

80. 船山　徹，安部哲哉，野口裕史，藤井賢吾，三浦紘世，熊谷　洋，長島克弥，國府田正雄，山

崎正志：胸腰椎移行部の骨脆弱性椎体圧壊に対するXLIF corpectomyの導入経験～小皮切にこだ

わらない側方椎体置換術～．第26日本脊椎インストゥルメンテ－ション学会（金沢），10月，

2017．

81. 熊谷　洋，安部哲哉，長島克弥，三浦紘世，野口裕史，船山　徹，國府田正雄，山崎正志：配

向連通孔β-TCPを用いた側方腰椎椎体間固定術における椎体間骨癒合の検討．第26回日本脊椎
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インストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

82. 國府田正雄，安部哲哉，野口裕史，船山　徹，三浦紘世，熊谷　洋，長島克弥，山崎正志，古

矢丈雄，飯島　靖，斉藤淳哉，北村充広，折田純久，稲毛一秀，大鳥精司：胸椎後縦靭帯骨化

症に対する後方除圧固定術の神経症状回復過程ならびに固定後弯角変化．第26回日本脊椎イン

ストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

83. 長島克弥，安部哲哉，柴尾洋介，熊谷　洋，三浦紘世，俣木健太朗，野口裕史，船山　徹，國

府田正雄，山崎正志：頚椎椎弓形成術を併用した後頭骨頚椎後方固定術の術後アライメント変化．

第26回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

84. 野口裕史，安部哲哉，長島克弥，熊谷　洋，三浦紘世，藤井賢吾，船山　徹，國府田正雄，山

崎正志：後頭骨頚椎後方固定術における固定範囲の違いによる implant failureの検討．第26回日

本脊椎インストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

85. 野口裕史，安部哲哉，長島克弥，熊谷　洋，三浦紘世，藤井賢吾，船山　徹，國府田正雄，山

崎正志：頚椎長範囲後方固定術及び後頭骨頚椎後方固定術における implant failureの検討．第26

回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

86. 三浦紘世，熊谷　洋，河野　衛，江藤文彦，長島克弥，俣木健太朗，藤井賢吾，野口裕史，船

山　徹，安部哲哉，國府田正雄，山崎正志：当科における初診時原発不明脊椎腫瘍の治療戦略

とその臨床成績．第26回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

87. 三浦紘世，門根秀樹，熊谷　洋，長島克弥，俣木健太朗，藤井賢吾，野口裕史，船山　徹，安

部哲哉，國府田正雄，山崎正志：首下がりに対する三次元歩行動作解析を用いた矢状面アライ

メントの動的評価．第26回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（金沢），10月，2017．

88. 船山　徹，塚西敏則，安部哲哉，熊谷洋，長島克弥，野口裕史，國府田正雄，山崎正志：骨粗

鬆症性椎体骨折に対する初診時の立位-仰臥位単純X線動態撮影による新しい保存治療抵抗性

評価法．第19回日本骨粗鬆症学会（大阪），10月，2017．

89. 相羽美幸，太刀川弘和，袖山紀子，高橋　晶：東日本大震災5年後の被災者の精神的健康と心

的外傷後成長．日本社会心理学会第58回大会（広島），10月，2017.

90. 太刀川弘和，高橋晶，福生泰久，高木善史，新井哲明，渡　路子：DPAT活動における災害急性

期の精神症状の特徴-過去4災害のDMHISSデータから-．第25回日本精神科救急学会学術総会

（金沢），11月，2017.

91. 福生泰久，太刀川弘和，高橋　晶，高木善史，新井哲明，渡　路子：被災地における精神科医

療チーム活動の比較検討～東日本大震災と熊本地震～．第25回日本精神科救急学会学術総会（金

沢），11月，2017.

92. 高橋　晶，太刀川弘和，福生泰久，高木善史，新井哲明，渡　路子：DPAT活動における，派遣

数のピークと予後予測について．第25回日本精神科救急学会学術総会（金沢），11月，2017.

93. 袖山紀子，太刀川弘和，高橋　晶，相羽美幸，新井哲明，高橋祥友：東日本大震災5年後の福

島県からの避難者におけるメンタルヘルス．第66回茨城精神医学集団会（水戸），11月，2017.

94. 太刀川弘和，袖山紀子，相羽美幸，高橋　晶，新井哲明：東日本大震災5年後のメンタルヘルス：

北茨城市民，神栖市民，福島避難者の比較．第66回茨城精神医学集団会（水戸），11月，2017.
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95. 岡本雄太，太刀川弘和，高橋　晶，根本清貴，堀　孝文，新井哲明：常総市水害被災住民に対

する自宅訪問活動．第66回茨城精神医学集団会（水戸），11月，2017.

96. 遠藤　剛，往西　誠，高濱浩輔，西村文吾，太田深秀，根本清貴，太刀川弘和，新井哲明：右

中耳癌への陽子線治療後に逸脱行為や易怒性が悪化し，入院を要した高齢者の一例．第66回茨

城精神医学集団会（水戸），11月，2017.

97. 佐々木恵美，吉田富貴子，太刀川弘和，平山　暁：視覚障害学生への自殺予防活動の試み．第

54回全国保健管理研究集会（沖縄），11月，2017.

98. 田中崇恵，田附あえか，慶野遥香，杉江　征：大学新入生における自殺念慮（UPI25番）の経

年変化の検討：20年間の分析．第55回全国大学保健管理研究集会（沖縄），11月，2017．

99. 田附あえか，田中崇恵，慶野遥香，杉江　征：筑波大学における多元的相談窓口の有効性に関

する検討：連携機能の比較から．第55回全国大学保健管理研究集会（沖縄），11月，2017．

100. 髙橋あすみ，太刀川弘和，菅原大地，石井映美，白鳥裕貴，前野貴美，高屋敷明由美，杉江　征，

新井哲明：大学生向け自殺予防教育プログラムCAMPUS－医学生に対する2つの演習の比較検

討－．第55回全国保健管理研究集会（沖縄），11月，2017.

101. 北岡有香，森島祐子，田口真人，重政理恵，會田有香，吉田和史，塩澤利博，中澤健介，増子

裕典，小川良子，際本拓未，松野洋輔，川口未央，坂本　透，家城隆次，千葉　滋，野口雅之，

檜澤伸之：悪性リンパ腫と同時に発見され，化学療法後に増悪したサルコイドーシスの1例．

第227回日本呼吸器学会関東地方会（東京），11月，2017.

102. 熊谷　洋，船山　徹，長島克弥，三浦絋世，俣木健太朗，安部哲哉，國府田正雄，山崎正志：

多発性骨髄腫の硬膜外病変により対麻痺を呈した2例．第52回日本脊髄障害医学会（千葉），11

月，2017．

103. 國府田正雄，久保田茂希，安部哲哉，船山　徹，野口裕史，三浦紘世，長島克弥，熊谷　洋，

山崎正志：重度脊髄障害患者さんに対するHybrid Assisted Limb (HAL®)を用いた歩行リハビリ

テーション．第52回日本脊髄障害医学会（千葉），11月，2017．

104. 長島さやか，安部哲哉，船山　徹，野口裕史，國府田正雄，山崎正志：転倒後に頚髄症が増悪

した脳性麻痺の2手術経験．第52回日本脊髄障害医学会（千葉），11月，2017．

105. 三浦紘世，門根秀樹，船山　徹，安部哲哉，國府田正雄，山崎正志：首下がりに対する三次元

歩行動作解析を用いた矢状面アライメントの動的評価．第52回日本脊髄障害医学会（千葉），

11月，2017．

106. 野口裕史，安部哲哉，船山　徹，藤井賢吾，三浦絋世，長島克弥，熊谷　洋，國府田正雄，山

崎正志：骨粗鬆症性椎体骨折偽関節に対する側方進入による椎体置換術．第12回千葉・筑波脊

椎手術手技講習会（幕張），11月，2017

107. 國府田正雄，安部哲哉，野口裕史，船山　徹，三浦紘世，熊谷　洋，長島克弥，俣木健太朗，

山崎正志：頚椎後縦靭帯骨化症に対する術式選択．第19回茨城県脊髄・脊椎研究会（つくば），

11月，2017

108. 船山　徹，三浦紘世，俣木健太朗，安部哲哉，野口裕史，熊谷　洋，長島克弥，國府田正雄，

山崎正志：術後早期に固定頭側端骨折を来したパーキンソン病に伴う腰椎椎体圧潰の1例．第1
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回千葉・茨城Vidyoセミナー（つくば），12月，2017．

109. 熊谷　洋，安部哲哉，長島克弥，三浦紘世，野口裕史，船山　徹，國府田正雄，山崎正志：配

向連通孔 β -TCPを用いた側方腰椎椎体間固定術における椎体間骨癒合の検討．第37回整形外

科バイオマテリアル研究会（岡山），12月，2017．

110. 野口裕史，船山　徹，安部哲哉，熊谷　洋，牧原武史，國府田正雄，山崎正志：両開き式配向

連通孔性HA椎弓スペーサーの経時的な骨癒合，転位及び変形に関する調査．第37回整形外科

バイオマテリアル研究会（岡山），12月，2017．

111. 野口裕史，船山　徹，飯島　靖，安部哲哉，熊谷　洋，古矢丈雄，國府田正雄，山崎正志：腓

骨採取後補填材料としての配向連通β-リン酸3カルシウム人工骨 アフィノス®の使用経験－ア

パセラム®使用群との比較－．第37回整形外科バイオマテリアル研究会（岡山），12月，2017．

112. 船山　徹，野口裕史，安部哲哉，三浦紘世，長島克弥，熊谷　洋，俣木健太朗，國府田正雄，

山崎正志：立位 /坐位での症状悪化が特徴的だった胸椎椎間板ヘルニアの1例．第19回圧迫性脊

髄症研究会（東京），2月，2018．

113. 船山　徹：脊椎後方骨移植における自家骨併用症例．第3回アフィノス臨床使用評価会議（つ

くば），2月，2018．

114. 平井健太，吉田和史，塩澤利博，川島　海，嶋田貴文，田口真人，重政理恵，松山政史，中澤

健介，増子裕典，小川良子，際本拓未，松野洋輔，森島祐子，坂本　透，関根郁夫，家城隆次，

檜澤伸之：抗菌薬不応性の肺炎像を呈し，気管支内視鏡で浸潤性粘液性腺癌を診断した1例．

第212回茨城県内科学会，3月，2018.

＜講演会＞

1. 太刀川弘和，石井映美，白鳥裕貴：医学生のメンタルケア．平成29年度筑波大学医学類教員更

新研修会，1月，2017.

2. 杉江　征：聴くということ．茨城いのちの電話第32期生養成講座（つくば），4月，2017.

3. 太刀川弘和：大学生の自殺予防．南山大学社会倫理研究プラットフォーム（学生の自殺問題と

未遂者支援に係る ヒアリング）（名古屋），5月，2017.

4. 太刀川弘和：プライマリケア医のためのうつ病講座 -糖尿病－身体疾患との関連を踏まえて－．

土浦女性医師会（つくば），6月，2017.

5. 石井映美：筑波大学保健管理センターにおける双極性障害治療について．つくば学術講演会（つ

くば），7月，2017.

6. 坂本　透：Supporting your health. Special Information Seminar. Health Services for Foreigners in 

Tsukuba.（つくば），7月，2017.

7. 太刀川弘和：若者の自殺の予防と対策．平成29年度茨城県ゲートキーパー指導者研修会（水戸），

8月，2017.

8. 杉江　征：傾聴スキルの習得と保護者との良好な関わり方．平成29年度第1回茨城県訪問型家

庭教育支援員研修会（水戸），8月，2017.

9. 杉江　征：いのちの電話の相談員になるということ．茨城いのちの電話第33期生養成講座（つ
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くば），8月，2017．

10. 坂本　透：知っていますか？　タバコの真実．平成29年度がん予防・検診講習会（つくば），9月，

2017.

11. 船山　徹：骨粗鬆症性椎体骨折の治療～薬物療法を含めて～．リウマチと骨粗鬆症フォーラム（つ

くば），9月，2017.

12. 杉江　征：メンタルヘルスケア技法（リラクセーション技法）－自律訓練法－．中央労働災害

防止協会平成30年度第4回心理相談専門研修（東京），9月，2017．

13. 太刀川弘和：つながりからみた自殺予防の過去・現在・未来．第41回日本自殺予防学会総会【大

会長講演】（つくば），9月，2017.

14. 太刀川弘和：若者の自殺の予防と対策．平成29年度笠間市自殺予防ゲートキーパー養成研修会

（笠間），10月，2017．

15. 太刀川弘和：水害から２年・・・災害からこころの健康を守るには～いつ起こるかわからない災害

に備えて～．平成29年度常総市市民健康講演会（常総），11月，2017.

16. 太刀川弘和：大学生の自殺予防～現状とその対応について～．愛知県平成29年度第1回大学生

向け自殺予防啓発事業研修会（名古屋），12月，2017．

17. 太刀川弘和，佐藤晋爾：東日本大震災5年後のこころのケアニーズ　北茨城市民調査から．北

茨城市南地区民生委員研修会（北茨城），12月，2017．

18. 太刀川弘和：自殺未遂者と念慮者の対応．常陸太田ゲートキーパーネットワーク研修会（常陸

太田），12月，2017．

19. 太刀川弘和：若者の自殺予防の現況と課題．福岡大学精神医学研究室研修会（福岡），12月，

2017.

20. 船山　徹：骨粗鬆症性椎体骨折の治療～保存治療から手術まで～．第6回つくば骨粗鬆症病診

連携ミーティング（つくば），2月，2018.

21. 太刀川弘和：東日本大震災5年後のこころのケアニーズ：福島避難者調査から．東日本大震災

の被災者・避難者のこころのケアニーズ啓発事業講演会（土浦），2月，2018.

22. 杉江　征：茨城いのちの電話に学ぶ「相談の受け方・話の聴き方」．平成２９年度常総市連合民

生委員児童委員協議会合同研修会（常総），2月，2017．

23. 太刀川弘和：学生の自殺予防にむけてー筑波大学の取り組みー．平成29年度茨城大学教職員向

け対学生メンタルヘルス講習会（阿見），3月，2018．

24. 太刀川弘和：学生の自殺予防のために．平成29年度筑波技術大学ＦＤ研修会（つくば），3月，

2018．

25. 太刀川弘和：【基礎知識編】うつ病．茨城県医療従事者うつ病・自殺予防対応力向上研修会（水

戸），3月，2018．

26. 太刀川弘和：東日本大震災5年後のこころのケアニーズ　神栖市民調査から．平成29年度神栖

市津波避難訓練（神栖），3月，2018．

27. 太刀川弘和：「東日本大震災5年後の被災者・避難者こころのケアニーズ調査」報告．平成29年

度ふるさとふくしま交流相談・支援事業（水戸），3月，2018.
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28. 船山　徹：骨粗鬆症性椎体骨折に対する筑波大学方式の保存治療～難治例を作らないために～．

大腿骨近位部骨折地域連携セミナー in古河（古河），3月，2018．

29. 船山　徹：骨粗鬆症生椎体骨折の治療～保存治療から手術まで～．Millennium Bridge Conference

（つくば），3月，2018.

30. 白鳥裕貴：自殺ハイリスク者に対する理解と支援-事例を通じて-．平成29年度常陸太田市ゲー

トキーパー実務者研修会（常陸太田），3月，2018．

＜特許取得＞

1. 発明者：金子　剛，福田淳二．出願人：国立大学法人　筑波大学．発明の名称：大腸癌検出用

内視鏡．特許第6137450号（登録日平成29年5月12日）．

＜受賞＞

1. 白鳥裕貴：縦列型精神科・身体科連携による自殺企図患者の企図後フォローアップ効果に関す

る予備的研究．茨城県医師会勤務医部会学術奨励賞，10月，2017．

2. 廣瀬　優，金子　剛：腸重積にて発見された回腸原発炎症性筋線維芽細胞性腫瘍の一切除例．

専修医奨励賞．日本消化器病学会関東支部第348回例会（東京），2月，2018.

3. 山口雄二，金子　剛：非切除的に診断・加療しえた分節性動脈中膜融解症の２例．専修医奨励賞．

日本消化器病学会関東支部第348回例会（東京），2月，2018．

4. 山城真美子，金子　剛：慢性好酸球性白血病との鑑別を要した好酸球性胃腸炎の一例．研修医

奨励賞．日本消化器病学会関東支部第348回例会（東京），2月，2018.
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